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７月中に1歳になるお子さんの
顔写真等を広報誌に掲載しませんか？
掲載を希望する場合は、写真用紙に印刷した
顔写真（横3㎝×縦4㎝）の裏面に①お子さんの
氏名（ふりがな）、②お子さんの性別、③お住
まいの地区名、④連絡先（電話番号）を記入の
上、5月14日（金）までに政策広報課窓口（土
日祝除く）、郵送または電子メールにて提出
してください。（先着5人）
なお、電子メールの場合は、kouhou@town.
ibigawa.lg.jp宛へ写真データ（jpeg,1MB以
内)を添付し、上記①～④を本文に明記の上、
提出してください。※提出された写真は返却
できませんので、ご了承ください。
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元気いっぱいコーナーもうすぐ１
歳（５月生まれ）
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令和元年度決算 連結財務書類の概要

令和元年度決算 連結財務書類の概要

貸借対照表 （令和2年3月31日現在）

純資産変動計算書 （平成31年4月1日～令和2年3月31日）

住民一人当たりの貸借対照表（令和2年3月31日現在人口20,792人）
（家計に例えて説明）

揖斐川町では、住民の皆さんに分かりやすく財政状況に関する情報を提供するため、民間企業会計の手法
を取り入れた「新地方公会計制度」に基づく連結財務書類を作成しました。
連結財務書類とは、連結貸借対照表、連結行政コスト計算書、連結純資産変動計算書のことで、町（一般会
計等、公営事業会計）のみならず、町が設立した第三セクターや加入している一部事務組合等の財務書類を連
結ベースで把握することで、町の全体的な財務実体を見ることができます。連結財務書類を作成することで、
透明性の向上や説明責任が履行されるとともに、資産・債務の適切な管理を行うことが可能となります。

借方 〔資金の使途〕
資金を何に使ったか

■資　産　　　　　　　（億円）
	 H30	 R1
①有形固定資産	 881	 868
［学校、道路、橋、町の施設など］

②投資等	 56	 53
［基金（固定的なもの）、出資金など］

③流動資産	 90	 85
［現金預金、未収金など］

（万円）
	 H30	 R1
■資　産
①有形固定資産	 417	 418
②投資等	 27	 25
③流動資産	 42	 41

（万円）
	 H30	 R1
■負　債	 135	 134

■純資産	 351	 350

■負　債　　　　　　　（億円）
	 H30	 R1
①固定負債	 258	 255
②流動負債	 26	 24
負債合計	 284	 279

■純資産
純資産合計	 743	 727

資産合計	 1,027	 1,006 負債純資産合計	 1,027	 1,006

貸方 〔資金の使途〕
資金をどこから調達したか

純資産変動計算書とは、貸借対照表の純資産が１年間でどのように変動したかを表した財務書類です。

（億円）

H30 R1
前年度末純資産残高 759 743
純行政コスト △ 212 △ 211
財源 192 193

税収等 131 131
国県補助金 61 62

その他の項目 4 2
本年度末純資産残高 743 727

今までに、学校、道路
などを建設するための
財源として町が借金し
ているお金や、町の職
員全員が年度末に退職
したと仮定した場合の
退職金相当額などです。

学校、道路などの建設
に使われたお金の総額
です。道路や建物は減
価償却をしています。

町が借金しているお金
の翌年度の返済予定額
などです。

住宅ローン残高

住宅・土地などの資産
から住宅ローンなどの
負債を引いた残額

関係団体への出資金や
基金などで蓄えている
お金です。

学校、道路などを建設
するために使った国や
県の補助金や税金など
です。

現金で持っているもの
のほか、必要時にすぐ
現金化できる基金、町
税などでまだ収納され
ていないお金です。

①住宅・土地
②定期預金・株式
③普通預金、現金
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令和元年度決算 連結財務書類の概要

行政コスト計算書 （平成31年4月1日～令和2年3月31日）

行政コスト計算書とは、人的サービスや社会保障給付サービスなどに1年間で使った費用などを集計した財務書
類です。

（億円）

H30 R1

経常費用

１ 人にかかるコスト（人件費） 26 24

２ 物にかかるコスト（物件費等） 92 90

３ 移転支出的なコスト（移転費用） 105 106

４ その他のコスト（その他の業務費用） 6 2

経常費用合計 A 229 222

経常収益 B 17 14

純経常行政コスト C＝A−B 212 208

臨時損失 D 0 3

臨時利益 E 0 0

純行政コスト C＋D−E 212 211

（万円）

H30 R1
経常費用
１ 人にかかるコスト（人件費） 12 12
２ 物にかかるコスト（物件費等） 43 43
３ 移転支出的なコスト（移転費用） 50 51
４ その他のコスト（その他の業務費用） 3 1
経常費用合計 A 108 107
経常収益 B 8 7
純経常行政コスト C＝A−B 100 100
臨時損失 D 0 1
臨時利益 E 0 0
純行政コスト C＋D−E 100 101

住民一人あたりの行政コスト計算書
（平成31年4月1日～令和2年3月31日）

連結を構成する会計・団体 一覧

連
結
対
象
（
連
結
財
務
書
類
）

揖
斐
川
町
全
体

■一般会計等
〇一般会計
〇町営住宅事業特別会計
〇杉原地域土地取得等特別会計
〇徳山ダム上流域公有地化特別会計
〇地域情報特別会計

■一般会計等
□企業会計

〇上水道事業会計
□特別会計

〇簡易水道特別会計
〇農業集落排水事業特別会計
〇公共下水道事業特別会計（特環）
〇個別排水事業特別会計（個排）
〇個別排水事業特別会計（特生）
〇国民健康保険特別会計
〇国民健康保険直診勘定特別会計
〇後期高齢者医療特別会計
〇小水力発電事業特別会計

一
部
事
務
組
合
等

■一部事務組合
〇揖斐郡消防組合
〇西濃環境整備組合
〇大垣衛生施設組合
〇岐阜県市町村会館組合
〇揖斐郡養基小学校養基保育所組合
〇揖斐川水防事務組合
〇岐阜県市町村職員退職手当組合
〇樫原谷林野組合　
〇足打谷林野組合　

■広域連合
〇揖斐広域連合
〇岐阜県後期高齢者医療広域連合

■地方三公社
〇土地開発公社

■第三セクター等
〇一般財団法人いびがわ
〇株式会社サンシャイン春日
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レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

普
及
啓
発
で
貢
献
！

　

こ
の
度
、
橋は

し
も
と本

な
を
子
さ
ん（
極
楽
寺
）が

「
岐
阜
県
地
域
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
表
彰
」に
お

い
て
感
謝
状
を
受
賞
さ
れ
、３
月
25
日（
木
）、

揖
斐
川
町
役
場
で
、
岡
部
町
長
か
ら
橋
本
さ

ん
へ
感
謝
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
は
、
昭
和
62
年
度
か
ら
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
・
普
及
活
動
に
精
力
的

に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
功
労
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

橋
本
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
健
康
な
う
ち

は
で
き
る
限
り
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い

で
す
。」と
抱
負
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

栄
え
あ
る
受
賞
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

地
域
産
業
の
振
興
に
関
す
る

協
定
を
締
結

　

３
月
26
日（
金
）、揖
斐
川
町
役
場
公
室
で
、

揖
斐
川
町
と
揖
斐
川
町
商
工
会
が
「
地
域
産

業
の
振
興
に
関
す
る
連
携
協
定
」
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
町
と
商
工
会
が
連
携
・
協

力
関
係
を
さ
ら
に
深
め
、
地
元
中
小
企
業
の

支
援
や
地
域
産
業
の
振
興
に
取
り
組
も
う
と

締
結
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

岡
部
町
長
は
、「
コ
ロ
ナ
禍
な
ど
厳
し
い

状
況
下
で
も
、
中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
が
安

定
し
た
事
業
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
。

第
一
歩
と
し
て
、
新
設
し
た
利
子
補
給
制
度

を
商
工
会
さ
ん
と
と
も
に
始
め
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

服
部
商
工
会
長
は
こ
れ
を
受
け
「
コ
ロ
ナ

禍
で
町
と
商
工
会
が
密
に
連
携
を
取
れ
た
の

は
心
強
か
っ
た
。
本
日
の
協
定
を
基
礎
に
、

地
元
事
業
者
が
一
層
意
欲
的
に
事
業
に
取
り

組
め
る
よ
う
支
援
を
進
め
て
い
き
た
い
。」と

話
し
ま
し
た
。

「
揖
斐
川
町
有
線
放
送
施
設
譲
渡
・

事
業
継
承
契
約
」を
締
結

　

３
月
30
日（
火
）、
揖
斐
川
町
役
場
公
室

で
、
揖
斐
川
町
と
㈱
大
垣
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

が
「
揖
斐
川
町
有
線
放
送
施
設
譲
渡
・
事
業

継
承
契
約
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
揖
斐
川
町

は
㈱
大
垣
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
エ
リ
ア
に
な
り
ま
す
。　

　

こ
れ
に
よ
り
、
今
後
光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー

ブ
ル
に
よ
る
大
容
量
・
超
高
速
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
な
ど
、
揖
斐
川
町
に
お
け
る
通
信
環
境
が

飛
躍
的
に
向
上
し
ま
す
。

　

岡
部
町
長
は
、「
大
垣
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

は
、
当
町
が
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
を
開
始

し
た
当
初
か
ら
関
わ
り
が
あ
り
、
安
心
し
て

お
任
せ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
も
引
き

続
き
良
好
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
お
願
い
し

た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

人
事
交
流
３
年
目
で
す
！

　

揖
斐
川
町
の
皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。

今
年
度
よ
り
芽
室
町
へ
派
遣
と
な
り
ま

し
た
、
髙
田
あ
り
さ
で
す
。

　

１
年
間
と
い
う
期
限
付
き
で
す
が
、

チ
ー
ム
芽
室
の
一
員
と
し
て
「
芽
室
町

と
自
身
のU

pdate

（
更
新
）」
を
目
標

に
、
土
台
作
り
と
し
て
ま
ず
は
北
海
道

ら
し
さ
、
芽
室
町
ら
し
さ
で
あ
る
食
・

自
然
・
文
化
な
ど
た
く
さ
ん
の
魅
力
を

知
り
、
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
課
題
を
見
つ
け
改
善
し
て
い
く
中

で
、
揖
斐
川
町
の
魅
力
に
つ
い
て
も
再

認
識
し
、
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
帰
町
致

し
ま
す
。

　

ま
た
、
揖
斐
川
町
で
の
２
年
間
の
派

遣
期
間
を
終
え
た
中
島
華
子
さ
ん
が

戻
っ
て
き
ま
し
た
。
揖
斐
川
町
の
こ
と

が
大
好
き
な
頼
も
し
い
仲
間
が
増
え
、

共
に
働
け
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

友
好
都
市
提
携
の
取
り
組
み
と
し
て

一
昨
年
か
ら
リ
ス
タ
ー
ト
し
た
相
互
の

人
事
交
流
に
よ
り
、
ど
ん
ど
ん
関
係
人

口
が
増
え
、
今
後

さ
ら
に
両
町
の
交

流
が
豊
か
に
な
っ

て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

1
年
間
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
！

 （
芽
室
町
魅
力
創
造
課　

髙
田
）

▲伝達を受けた橋本なを子さん

▲締結式の様子 （右：服部会長）

▲締結式の様子 （左：五十川社長）

▲（左）髙田ありささん、（右）中島華子さん
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新着図書紹介新着図書紹介

一般書 児童書

●	ノラネコぐんだんと
	 金色の魔法使い
	 工藤	ノリコ	著

　むかしあるところに、ノラ
ネコぐんだんがいました。広
い世界を旅して、訪れた先々
のレストランで、名物の魚料
理を食べていました。あると
き、「人喰い鬼が子どもをさらって食べている」と
いう、うわさをきいて…

●	じぶんでよめるしょくぶつずかん
	 成美堂出版編集部	編著

　さくら、たんぽぽ、すずらん、あじさい、コス
モス、クローバー。色々な植物の写真がいっぱい！
くわしい説明や、おもしろいはなし、「さくらの花
はいつちるの?」などのクイズものっているよ。本
をよんで、答えをかんがえてみよう。

●	ぷっくりえんどうまめ
	 いわさ	ゆうこ	作

●	ぽかぽかぐ〜ん	
	 角野	栄子	作
	 よしむら	めぐ	絵

●	クララとお日さま
	 カズオ・イシグロ	著
	 土屋	政雄	訳

　人工知能を搭載したロボッ
トのクララは、病弱の少女ジョ
ジーと出会い、やがて２人は
友情を育んでいく。愛とは? 
知性とは? 家族とは? 生きる
ことの意味を問う感動作。

●	「うちの子は
	 	字が書けないかも」と思ったら	
	 宇野	彰	著
	 千葉	リョウコ	漫画

　ディスレクシア（発達性読み書き障害）の子ども
たちのために、「今」できること、「将来」役立つこ
とを、徹底解説。

●	道草の解剖図鑑
	 金田	初代	著

●	限りなく繊細で
	 ワイルドな森の生活
	 内藤	里永子	著

 だいしん緑化文化振興財団様より子どもの読書活動
の推進を目的として、10万円の寄附を頂きました。
児童書を購入し、夏休みにあわせて展示させていた
だきます。

いびがわ図書館いびがわ図書館  木育ひろばの行事木育ひろばの行事

あたたかい善意

いびがわ図書館 いびがわ図書館 今月の展示今月の展示

KAPLAであそぼ！
　KAPLA（積み木）で遊びながら、大きな作品づくりに
挑戦しましょう！親子や友達とチームを組んで参加し
てね。
◆日時：毎週土曜日
　　　　午前	10時30分～　午後	1時～　各2組
　　　　ただし、5月8日（土）と22日（土）は、午後のみ
　　　　開催します。
◆申込：カウンターまたは、電話（２２－０２１９）

おはなし会
◆日時：毎月第1、第3土曜日
　　　　午前10時30分～　

『水野瑞夫先生寄贈図書特別展』
「中国の漢方シリーズ（中国語）シリーズ」
　　　　		◆会場：いびがわ図書館		２階
　　　　		◆期間：５月１日（土）～５月3０日（日）
　水野瑞夫先生は薬学を専門とする中国薬科大学及び中国科学院植物研究所
の客員教授をされています。以前は年間２回ほど中国まで行かれて講義をされ
ていたということです。薬用植物や生薬の書は本草書といわれています。最
古の本草は、体を丈夫にする食べ物、治療や養生に使う食べ物、毒にも薬に
もなる食べ物の三種類に分類してまとめられた「神農本草経」と言われ、中国
後漢のころのものだといわれています。
　今回はシリーズの最後として、薬学研究のために集められた「神農本草経」

「本草綱目」をはじめ、中国、台湾の薬用植物図鑑や薬膳書までを展示します。
　中国語で書かれたものばかりですが、漢方のルーツをたどってみてください。
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※揖斐川子育て支援センターは、子育て中のお父さん、お母さん、
妊婦さん、おじいさん、おばあさんなど、どなたでもきてい
ただける場所です。気軽にお出かけください。

◆詳細は毎月発行しているピッコロだより、支援センター
ホームページでご確認ください。

　揖斐川町　　https://www.town.ibigawa.lg.jp
　揖斐幼稚園　http://www.ibi‐youchien.ed.jp

揖斐川町上南方１９３　TEL２３－１１３６
開館日 月曜日～金曜日・第３土曜日

9：00～16：00

揖斐川子育て支援センター

◎揖斐幼稚園　開放日
　5月19日（水）
　幼稚園へお申し込みください。
　☎２２－６００８（当日可）

【５月の活動予定】  行事の申し込みは、前月第３水曜日より実施日前日まで受付けています。（電話予約不可）

日 月 火 水 木 金 土

年齢別交流
・りんごグループ　　 …Ｈ30年度生まれ児　　・いちごグループ　…Ｈ31（Ｒ１）年度生まれ児
・さくらんぼグループ …Ｒ２年度生まれ児　　 ・ひよこグループ　…Ｒ３年度生まれ児及び妊婦

おさんぽ会
藤橋道の駅

育児相談 出前保育
春日保健センター

さくらんぼ交流 開館日

育児相談
りんご交流

いちご交流 出前保育
　脛永公民館

育児相談
ベビーマッサージ

子育てと仕事を両
立したい方のため
のハローワーク

お話ルーム
誕生会

育児相談 子育て支援センターは広い戸外でも遊べます。
青い空におよぐこいのぼりを見に来ませんか。

      1  

2 3 4 5 6 7 8  

9 10 11 12 13 14 15  

16 17 18 19 20 21 22  

23 24 25 26 27 28 29  

30 31 

・行事等中止になる場合もありますので、お気軽にお問い合わせください。
※年齢別交流・出前保育…地域散策、悪天候の場合は制作等で楽しみましょう。

子育て支援センターは、子どもに関する（０～18歳未満）あらゆる相談窓口です。
一人で悩んでいないで気軽にご相談ください。

子育てちゃんねる
　生後５～６か月ころから、手につかんだものを何でも
口に持っていくようになります。
　乳児の口の大きさは、ペットボトルのキャップの直径
ぐらいです。それより小さい物が口に入ると誤飲、窒息
につながる恐れがあり大変危険です。
　家庭にある物をもう一度見直して、危険なものが、子
どもの手に届かないよう、みんなで気をつけましょう！
タバコ誤飲事故専用電話（自動音声による情報提供）

TEL.072-726-9922　365日24時間対応

　木に親しむプレゼント事業で
お世話になっている、折戸勝哉
さんが、子ども用の足踏み消毒
台を作ってくださいました。
　センター入り口に設置して、
感染症対策に努めていきます。

手作りの
足踏み消毒台の紹介

憲法記念日憲法記念日 みどりの日みどりの日 こどもの日こどもの日
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～おさんぽ会～～おさんぽ会～
　自然豊かな地域に出かけ、ママたちが揖斐川町を知るきっかけづくりをしています。子どもと一緒
に歩いたり、おんぶやだっこをして参加する方もみえます。戸外に出ることで自然の心地よい気分を
味わうことができ、子どもについて話ができる場であり、気分転換にもなっています。
　場所を知り、「今度はパパと一緒に来ようね！」と笑顔で話すママもみえました。
皆さんの参加をお待ちしています。職員と一緒に出かけましょう！
　※センターでの予約が必要です。

『
遊
び
を
通
し
て

『
遊
び
を
通
し
て

    

　
～
わ
く
わ
く
遊
び
～

　
～
わ
く
わ
く
遊
び
～
』
　
』
　

組
合
立
養
基
保
育
園
　

　
養
基
保
育
園
の
子
は
自
分
が
興
味
を
も
っ
た
遊
び
に
主

体
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。そ
の
遊
び
の
一
つ
と
し
て
、

「
化
石
探
し
」が
あ
り
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、
砂
の
中
に
埋

も
れ
て
い
る
木
の
枝
を
見
つ
け
て「
化
石
は
っ
け
ん
」「
恐

竜
の
化
石
だ
」
と
い
っ
て
枝
を
化
石
に
見
立
て
た
こ
と
で

し
た
。

　
砂
の
中
に
あ
る
枝
を
探
し
、
た
く
さ
ん
の
化
石
が
集
ま

り
ま
し
た
。「
こ
の
化
石
ど
う
す
る
？
」「
恐
竜
の
形
に
し

よ
う
」
と
、
大
き
な
厚
紙
に
木
の
枝
を
並
べ
て
恐
竜
作
り

が
始
ま
り
ま
し
た
。
図
鑑
を
見
な
が
ら
枝
に
ボ
ン
ド
を
つ

け
、
厚
紙
に
貼
っ
て
い
き
ま
す
。
枝
に
凹
凸
が
あ
る
た
め

な
か
な
か
つ
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
枝
の
重
み
で
す
ぐ
に
は

が
れ
て
し
ま
い
ま
す
。「
な
か

な
か
く
っ
つ
か
へ
ん
な
」「
も

う
い
や
や
」
諦
め
そ
う
に
な
り

ま
し
た
が
、
試
行
錯
誤
の
末
ど

う
に
か
完
成
。「
や
っ
た
な
」「
で

き
た
ね
」
と
満
足
そ
う
な
子
ど

も
達
の
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
も
っ
と
大
き
い
化

石
を
掘
り
た
い
と
挑
戦
す
る
子

ど
も
達
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
身
近
な
環
境

に
主
体
的
に
関
わ
り
様
々
な
活

動
を
楽
し
む
こ
と
で
考
え
た

り
、
工
夫
し
た
り
し
な
が
ら
諦

め
ず
に
や
り
遂
げ
る
こ
と
で
達

成
感
を
味
わ
い
、
自
信
を
も
っ

て
行
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す

センターの行事や環境整備のお手伝いをしていただけるボランティアさんを募集しています。℡23－1136

谷汲すめらぎの森 三輪神社 藤橋道の駅　足湯

有

料

広

告

欄
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議 会 だ よ り
第２回揖斐川町議会 定例会

　令和３年第２回揖斐川町議会定例会が、３月10日から17日までの８日間の会期で開催されました。
　10日の定例会初日の本会議で、議長ならびに副議長の選挙が行われました。
　続いて町長から、令和３年度予算案をはじめとする55議案の提案説明がされ、このうち７議案が
承認・可決・同意され、残る議案の審査は各常任委員会、予算特別委員会に付託されました。
　11日には総務文教常任委員会ならびに民生建設常任委員会、12日には議員全員で構成する予算特
別委員会がそれぞれ開催され、付託された議案の審査が行われました。
　16日の本会議２日目には、８名の議員が一般質問を行いました。
　17日の定例会最終日は、付託された議案の審査結果が各委員長から本会議に報告され、採決の結
果すべての議案が原案のとおり可決されました。また、同日に町長から提出された副町長及び監査
委員の選任、訴訟に伴う和解案の３議案についても審議され、すべての議案が原案どおり可決・同
意されました。
　本定例会に提出された案件の主な内容、一般質問及び答弁の要旨は次のとおりです。

承
認
案
件

　

専
決
処
分
さ
れ
た
次
の
案
件
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
９
号
）

　

補
正
額

　

６
２
５
万
１
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　

１
６
７
億
２
６
７
３
万
８
０
０
０
円

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
10
号
）

　

補
正
額

　

６
０
３
万
８
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　

１
６
７
億
３
２
７
７
万
６
０
０
０
円

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
11
号
）

　

補
正
額

　

３
４
９
万
５
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　

１
６
７
億
３
６
２
７
万
１
０
０
０
円

条
例
案
件 

○
揖
斐
川
町
内
部
組
織
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
新
た
な
組
織
と

し
て
事
務
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
放
送
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

○
揖
斐
川
町
情
報
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
揖
斐
川
町
放
送

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
施
設
及
び
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
事
業
の
株
式
会
社
大
垣
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
へ
の
譲
渡
に
伴
い
、
現
在
の
条
例
が
廃
止

さ
れ
、
新
た
に
行
政
情
報
及
び
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
維
持
管
理
施
設
に
関
す
る
条
例
が

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

揖
斐
川
町
地
域
情
報
特
別
会
計
の
廃
止
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

揖
斐
川
町
中
小
企
業
融
資
保
証
条
例
の
廃

止
に
伴
う
基
金
の
清
算
と
、
そ
の
基
金
を
原

資
に
中
小
企
業
の
健
全
な
発
展
と
産
業
振
興

の
た
め
の
基
金
と
し
て
追
加
す
る
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
小
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

揖
斐
川
町
小
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

の
設
置
に
伴
い
、条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
博
物
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
施
設
等
を
教
育
委
員
会
所
管
と
す
る
こ
と

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

藤
橋
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の



9    2021. 5

入
浴
施
設
の
廃
止
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置

法
等
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

○
揖
斐
川
町
中
小
企
業
融
資
保
証
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

○
揖
斐
川
町
中
小
企
業
及
び
小
規
模
企
業
利

子
補
給
条
例
の
制
定

　

既
存
の
条
例
を
廃
止
し
、
新
た
に
資
金
調

達
支
援
を
通
じ
て
事
業
者
の
成
長
発
展
と
地

域
産
業
振
興
を
目
的
と
し
た
中
小
企
業
支

援
制
度
を
創
設
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま

し
た
。

○
揖
斐
川
町
が
管
理
す
る
町
道
の
構
造
の
技

術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

道
路
法
、
道
路
構
造
令
の
改
正
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

予
算
案
件

○
令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び
20
特
別
会
計

の
予
算
と
１
企
業
会
計
の
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

（
詳
細
は
４
月
号
に
掲
載
の「
令
和
３
年
度

揖
斐
川
町
当
初
予
算
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
一
般
会
計
補
正
予

算（
第
12
号
）

　

補
正
額２

億
１
９
５
１
万
３
０
０
０
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　

１
６
５
億
１
６
７
５
万
８
０
０
０
円

　
　
　
　

７
億
９
５
８
０
万
２
０
０
０
円

〇
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

財
源
の
振
替
に
よ
る
補
正
の
た
め
、
予
算

額
の
増
減
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
個
別
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

補
正
額

２
６
６
０
万
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

１
億
３
４
０
０
万
円

〇
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
杉
原
地
域
土
地
取

得
等
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額

１
１
４
万
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

１
６
６
万
円

〇
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
徳
山
ダ
ム
上
流
域

公
有
地
化
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額３

億
９
８
０
２
万
１
０
０
０
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

１
億
１
２
９
７
万
９
０
０
０
円

〇
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
地
域
情
報
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額

２
５
９
万
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

１
億
２
７
５
９
万
４
０
０
０
円

〇
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
小
水
力
発
電
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額

６
６
万
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額　

　
　
　

４
６
６
４
万
円

〇
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

補
正
額

１
４
１
万
６
０
０
０
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　

２
６
億
３
０
０
７
万
４
０
０
０
円

〇
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額

１
７
０
万
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　

３
億
４
９
４
４
万
９
０
０
０
円

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
国
民
健
康
保
険
直

診
勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

補
正
額

３
０
０
万
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　
　
　
　

７
９
１
０
万
円

○
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
大
和
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

補
正
額

２
１
０
万
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

３
２
１
８
万
３
０
０
０
円

〇
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
谷
汲
簡
易
水
道
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

補
正
額

５
５
万
円
増
額

　

補
正
後
予
算
額

　
　
　
　

１
億
１
０
３
０
万
７
０
０
０
円

〇
令
和
２
年
度
揖
斐
川
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　

補
正
額

２
５
０
万
円
減
額

　

補
正
後
予
算
額

人
事
案
件

　

副
町
長
、
監
査
委
員
の
選
任
、
教
育
委
員

の
任
命
、
各
委
員
及
び
議
員
の
選
任
な
ら
び

に
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
副
町
長

　

長
屋
憲
幸
さ
ん（
谷
汲
長
瀬
）

○
監
査
委
員

　

平
井
豊
司
議
員

　

天
羽
茂
喜
さ
ん（
新
宮
）

○
教
育
委
員
会
委
員

　

太
宰
不
二
夫
さ
ん（
三
輪
）

○
人
権
擁
護
委
員

　

矢
野　

智
さ
ん（
黒
田
）

　

岩
井
智
佐
子
さ
ん（
東
横
山
）

○
揖
斐
広
域
連
合
議
会
議
員

　

村
瀬
三
郎
議
員

　

大
久
保
為
芳
議
員

　

大
西
政
美
議
員

　

大
西
惠
子
議
員

　

高
橋
径
夫
議
員

○
揖
斐
郡
養
基
小
学
校
、
養
基
保
育
所
組
合

議
会
議
員

　

岡
部
栄
一
町
長

　

森
川　

誠
さ
ん（
脛
永
）

　

大
久
保
為
芳
議
員

　

大
西
惠
子
議
員

　

栗
田
昭
行
議
員

○
選
挙
管
理
委
員
会　
委
員

　

渡
邉
利
弘
さ
ん（
房
島
）

　

髙
間　

歩
さ
ん（
谷
汲
深
坂
）

　

小
寺
助
次
さ
ん（
春
日
川
合
）

　

清
水
勝
正
さ
ん（
坂
内
広
瀬
）

〇
選
挙
管
理
委
員
会　
同
補
充
員

　

中
川
順
人
さ
ん（
西
横
山
）
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ま
す
。
町
長
の
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

町 

長

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
は
国
民
生
活
、

経
済
活
動
の
基
本
で
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

基
本
法
第
５
条
に
、
国
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
需

給
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
作
成
し
、
実

施
す
る
責
務
を
有
す
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
原
子
力
発
電
所
の
稼
働
等
も
法
律

に
よ
り
、
国
の
責
任
で
判
断
し
て
実
行
す
る

も
の
で
、
自
治
体
は
国
の
施
策
に
準
じ
て

そ
の
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

町
は
、
従
来
か
ら
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全

確
保
を
最
優
先
と
し
て
、
原
子
力
防
災
訓
練

の
実
施
や
、
緊
急
時
に
必
要
な
安
定
ヨ
ウ
素

剤
を
は
じ
め
各
資
機
材
の
確
保
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
屋
内
退
避
に
必
要
な
放
射
線

防
護
施
設
と
し
て
川
上
集
会
場
の
改
修
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
国
や
県
、
関
係
機
関
と
連
携
を
密

に
し
、
引
き
続
き
住
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
安

心
の
た
め
、
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

小
倉
　
昌
弘 

議
員

は
な
も
も
バ
ス
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
も
、
は
な
も
も
バ
ス
の
運
行
見

直
し
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
１
人
で

乗
る
予
約
を
し
た
場
合
、
急
に
２
人
で
乗
車

し
た
く
て
も
１
人
し
か
乗
車
で
き
ま
せ
ん
。

予
約
制
だ
か
ら
予
約
の
な
い
人
は
乗
車
で
き

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
制
度
を
変
え
る
必
要
が

小
倉
　
昌
弘 

議
員

原
発
に
つ
い
て

　

町
は
、
福
井
県
の
原
発
か
ら
30
キ
ロ
圏
内

に
あ
り
、
毎
年
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
原
発
は
絶
対
安
全
と
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
危
険
で
あ
る
か
ら
訓
練
を
行
っ
て
い

る
の
で
す
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
伴
う
除
染
と
補

償
、
廃
炉
に
は
80
兆
円
が
必
要
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
老
朽
化
し
た
原
発
の
再
稼
働
に
関
し

て
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
調
査
し
判
断

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
信
用
で
き

な
い
の
で
絶
対
反
対
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、

デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
、
隠
蔽
、
点
検
漏
れ
、
金

属
疲
労
に
よ
る
ひ
び
割
れ
も
多
数
あ
り
、
汚

染
水
漏
れ
な
ど
の
事
故
も
起
こ
し
て
い
ま

す
。
再
稼
働
す
れ
ば
危
険
も
汚
染
物
質
も
増

え
ま
す
。
汚
染
物
質
の
処
理
方
法
が
決
ま
っ

て
い
な
い
上
、
福
島
第
一
原
発
で
は
、
汚
染

水
を
海
に
捨
て
る
案
ま
で
出
て
い
ま
す
が
、

対
策
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
町
は
原
発
の
廃

止
、
再
稼
働
の
中
止
を
訴
え
る
べ
き
と
思
い

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
制
度
で
は
、
予
約
者
は
乗
る
バ
ス
停
と

目
的
地
を
伝
え
る
の
み
で
す
。バ
ス
運
転
手
、

配
車
担
当
者
は
ど
こ
で
何
人
乗
り
、
何
人
降

り
る
か
分
か
っ
て
い
ま
す
。
乗
車
定
員
を
超

え
な
け
れ
ば
、
同
方
向
の
人
が
増
え
て
も
問

題
な
い
は
ず
で
す
。
１
時
間
以
上
前
の
予
約

制
で
は
、
帰
り
の
時
間
の
特
定
は
難
し
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
揖
斐
厚

生
病
院
に
行
く
場
合
、
何
時
に
診
察
が
終
わ

り
、
何
時
に
バ
ス
を
予
約
す
れ
ば
よ
い
か
、

お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
買
い
物
中
に
偶
然
会
っ
た
同
じ
地

区
の
３
人
が
一
緒
の
バ
ス
で
帰
宅
し
よ
う
と

し
て
も
、予
約
し
て
い
た
人
は
乗
れ
ま
す
が
、

予
約
し
て
い
な
い
人
は
改
め
て
予
約
し
て
、

１
時
間
後
に
別
の
バ
ス
で
帰
宅
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
３
人
一
緒
な
ら
住
民
に
も
便

利
で
経
費
も
削
減
で
き
ま
す
。
３
人
一
緒
に

乗
車
し
て
帰
宅
す
る
こ
と
と
、
１
時
間
以
上

待
っ
た
上
、
２
台
で
帰
宅
す
る
こ
と
、
ど
ち

ら
が
町
の
た
め
、
住
民
の
た
め
に
よ
い
と
思

わ
れ
る
か
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

揖
斐
厚
生
病
院
に
行
っ
た
方
が
何
時
に
帰

り
の
バ
ス
を
予
約
す
れ
ば
よ
い
か
と
の
質
問

に
つ
い
て
は
、
病
院
で
の
診
療
内
容
に
よ
っ

て
終
了
時
間
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
医
療
機

関
に
確
認
い
た
だ
く
の
が
一
番
確
実
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
１
人
で
行
く
予
定
を
し
て
い
て
当

日
、
急
に
同
じ
方
向
に
行
く
２
人
を
予
約
な

し
で
追
加
す
る
、
買
い
物
中
に
偶
然
会
っ
た

　

渡
辺
節
夫
さ
ん（
西
津
汲
）

　

大
葉
光
義
さ
ん（
東
横
山
）

　

坂
下
久
幸
さ
ん（
日
坂
）

○
消
防
委
員
会
委
員

　

村
瀬
三
郎
議
員

　

大
久
保
為
芳
議
員

　

若
園
敏
朗
議
員

　

宮
部
一
也
議
員

　

平
野
大
介
議
員

　

國
枝
誠
樹
議
員

そ
の
他
の
案
件

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

揖
斐
川
町
防
災
行
政
無
線（
同
報
系
）デ
ジ

タ
ル
化
工
事

　

契
約
金
額　
　
　
　

９
億
６
８
０
０
万
円

　

契
約
の
相
手
方

　

中
央
電
子
光
学
株
式
会
社
大
垣
支
店

○
工
事
請
負
契
約
の
変
更

公
共
林
道
災
害
復
旧
事
業　

押
又
線
災
害

復
旧
工
事

　

変
更
前
の
契
約
金
額

　
　
　
　

５
５
５
５
万
円

　

変
更
後
の
契
約
金
額　

６
７
３
７
万
１
７
０
０
円

○
不
足
賃
料
等
支
払
請
求
事
件
に
係
る
訴
訟

上
の
和
解

　

賃
料
の
額
を
定
め
て
相
手
方
と
和
解
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

議員 8 名が町政を問う
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同
じ
地
区
の
３
人
の
う
ち
、
１
人
が
予
約
を

し
て
い
た
バ
ス
に
残
り
の
２
人
が
予
約
な
し

で
一
緒
に
乗
る
と
い
っ
た
想
定
で
す
が
、
は

な
も
も
バ
ス
は
、予
約
運
行
型
バ
ス
で
あ
り
、

運
輸
局
の
許
可
に
て
運
行
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
の
で
、
運
行
許
可
要
件
に
反
し
た

運
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

　

た
だ
し
、
現
場
で
利
用
者
の
方
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
、
臨
機
応
変
の
対
応
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

平
井
　
豊
司 

議
員

町
道
に
お
け
る
除
雪
に
つ
い
て

　

近
年
は
降
雪
が
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

昨
年
暮
れ
と
今
年
初
頭
は
２
度
の
大
雪
で
、

町
内
で
も
か
な
り
の
積
雪
量
と
な
り
ま
し

た
。
国
道
、
県
道
は
早
い
時
間
か
ら
除
雪
作

業
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
道
の
除
雪
に
関
し

て
は
、
か
な
り
の
苦
情
を
聞
き
ま
し
た
。
町

は
何
件
ぐ
ら
い
の
苦
情
を
掌
握
さ
れ
て
い
る

か
伺
い
ま
す
。

　

町
道
で
除
雪
が
進
ん
で
い
な
い
箇
所
が
あ

り
、
町
に
確
認
す
る
と
、
除
雪
可
能
な
距
離

が
決
ま
っ
て
い
て
、
そ
の
箇
所
の
除
雪
を
す

る
と
現
在
の
実
施
箇
所
の
除
雪
が
で
き
な
く

な
る
と
の
返
事
で
し
た
。
箇
所
に
よ
っ
て

は
、
で
こ
ぼ
こ
の
雪
道
が
長
期
間
そ
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
を
お
尋

ね
し
ま
す
。

は
な
ら
な
い
組
織
で
す
が
、
団
員
の
な
り
手

不
足
、
訓
練
や
活
動
に
よ
る
負
担
の
大
き
さ

が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
部
の
区
長
会

か
ら
は
消
防
団
体
制
の
見
直
し
の
声
も
出
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

町
長
は
、
昨
年
12
月
議
会
定
例
会
の
所
信

表
明
で
、「
消
防
団
員
や
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

員
の
活
動
負
担
の
軽
減
に
取
り
組
む
」
と
発

言
さ
れ
、
こ
の
３
月
議
会
定
例
会
の
所
信
表

明
に
お
い
て
も
、「
団
員
等
の
負
担
軽
減
に

加
え
、
揖
斐
郡
消
防
組
合
の
揖
斐
川
地
区
へ

の
分
署
新
設
も
検
討
す
べ
き
事
項
」
と
発
言

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年
１
月
の
消
防
委

員
会
で
、
私
の
質
問
「
合
併
当
初
の
消
防
団

員
の
定
数
７
０
８
人
体
制
を
続
け
る
の
は
無

理
が
あ
る
。
大
野
町
、
池
田
町
の
消
防
団
員

数
は
１
６
０
人
で
あ
り
、
町
も
定
数
削
減
を

早
急
に
検
討
す
べ
き
」に
対
し「
今
す
ぐ
の
削

減
は
難
し
い
が
、
期
限
を
決
め
て
検
討
し
た

い
」と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

　

①
消
防
団
員
や
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
の
活

動
負
担
軽
減
・
待
遇
改
善
の
内
容
②
消
防
団

員
の
定
数
の
あ
り
方
③
消
防
団
員
の
削
減
と

分
団
の
統
合
の
時
期
と
そ
れ
に
伴
う
常
備
消

防
の
新
設
。
以
上
３
点
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
考
え
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 
長

　

消
防
団
員
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
員
の
負
担

軽
減
、
待
遇
の
改
善
に
つ
い
て
、
団
員
の
定

数
、
操
法
大
会
の
出
場
チ
ー
ム
数
、
練
習
等
、

す
で
に
消
防
団
長
と
協
議
を
重
ね
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

定
数
の
基
準
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地

町 

長

　

町
道
の
除
雪
は
、
一
定
基
準
以
上
の
積
雪

の
場
合
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン

は
積
雪
が
多
く
、
国
県
道
と
同
様
に
未
明
か

ら
町
道
の
除
雪
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
が
、

除
雪
業
者
の
受
け
持
ち
区
間
の
長
さ
や
道
路

状
況
な
ど
に
よ
り
、
作
業
が
追
い
つ
か
な
い

場
所
も
あ
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　

苦
情
の
件
数
は
50
件
ほ
ど
あ
り
、
そ
の
内

容
は
、
除
雪
が
遅
い
、
道
路
が
で
こ
ぼ
こ
に

な
っ
て
い
る
、
幼
児
園
の
駐
車
場
が
除
雪
さ

れ
て
い
な
い
、
通
学
路
が
確
保
さ
れ
て
い
な

い
、
玄
関
前
が
雪
の
壁
に
な
っ
て
い
る
、
田

や
畑
に
除
雪
さ
れ
た
雪
が
押
し
込
ま
れ
て
い

る
な
ど
で
し
た
。

　

除
雪
は
、
交
通
量
等
で
重
要
度
の
高
い
路

線
か
ら
順
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
除
雪
業
者

や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
減
少
な
ど
、
除
雪
能
力

に
も
限
界
が
あ
り
、
一
斉
に
全
て
の
皆
様
の

家
の
前
の
道
ま
で
は
対
応
で
き
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　

除
雪
能
力
を
確
保
す
る
こ
と
が
非
常
に
困

難
な
状
況
の
中
、
町
と
し
て
は
、
従
来
の
土

木
業
者
の
み
で
な
く
、
町
内
の
水
道
業
者
、

重
機
を
扱
う
業
者
の
方
に
も
除
雪
を
お
願
い

し
、
少
し
で
も
除
雪
能
力
を
上
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

宇
佐
美
　
直
道 

議
員

当
町
の
消
防
団
体
制
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

消
防
団
は
地
域
防
災
の
要
と
し
て
な
く
て

域
の
実
情
に
合
わ
せ
、
機
能
別
、
正
規
団

員
と
の
割
合
も
含
め
な
が
ら
考
え
て
い
き

ま
す
。

　

他
町
で
は
人
口
の
１
％
を
定
数
の
根
拠
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
本
町
で

は
面
積
や
点
在
す
る
集
落
の
形
成
状
況
な
ど

を
踏
ま
え
、
消
防
団
関
係
者
や
区
長
さ
ん
を

は
じ
め
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
議
し
な
が
ら
、

消
防
力
の
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
に
定
数
と

消
防
団
員
の
負
担
軽
減
の
検
討
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
操
法
大
会
出
場
チ
ー
ム
数
は
、

多
い
分
団
で
は
５
チ
ー
ム
が
出
場
し
て
い
ま

す
が
、
出
場
チ
ー
ム
の
削
減
の
検
討
や
、
女

性
防
火
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
見
直
し
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
庁
に
お
い
て
も
地
域
で
消
防

活
動
、
災
害
救
助
活
動
に
当
た
る
消
防
団
員

確
保
の
た
め
、
待
遇
改
善
に
向
け
た
検
討
を

始
め
て
い
ま
す
。
団
員
報
酬
、
手
当
て
の
引

上
げ
を
視
野
に
有
識
者
会
議
で
議
論
し
、
今

夏
に
も
そ
の
対
策
の
方
向
性
を
打
ち
出
す
と

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
国
の
動
向
も
勘
案
し
、

団
員
数
の
削
減
と
合
わ
せ
、
今
後
、
待
遇
改

善
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

消
防
団
の
団
員
数
は
、
分
団
の
数
、
消
防

車
両
の
数
、
消
防
車
庫
等
の
配
置
と
密
接
に

関
係
が
あ
り
、
総
合
的
に
勘
案
し
、
消
防
団

員
の
定
数
、
消
防
団
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

来
年
３
月
を
目
途
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
常
備
消
防
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

分
署
を
新
設
す
る
に
は
多
額
の
建
設
費
、
維

持
管
理
費
を
要
す
る
た
め
、
既
存
分
署
の
統

廃
合
や
地
域
の
消
防
力
を
踏
ま
え
て
、
慎
重
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に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

栗
田
　
昭
行 
議
員

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　

町
の
人
口
は
、
１
９
８
０
年
の
約
３
分
の

２
ま
で
減
少
し
て
お
り
、
さ
ら
に
２
０
２
２

年
か
ら
高
齢
者
の
人
口
も
減
少
に
転
じ
る
と

予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
は
「
人
口
減
少
社

会
」
と
い
う
深
刻
な
段
階
に
入
り
、
過
疎
化

に
対
す
る
取
り
組
み
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

県
の
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
な
ど
に
よ
る

と
、
町
の
空
き
家
率
は
、
平
成
30
年
の
調
査

で
は
22
・
3
％
と
県
内
で
最
も
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

町
の
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
数
は
３
月
１
日

現
在
、
募
集
中
15
件
、
交
渉
中
３
件
で
す
。

町
の
総
合
戦
略
で
は
、
ほ
か
に
０
円
宅
地
事

業
な
ど
４
つ
の
政
策
が
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
目
覚
ま
し
い
成
果
は
得
ら
れ
て
い
な
い

の
で
は
と
推
察
し
ま
す
。

　
「
空
き
家
等
対
策
計
画
」を
、
本
町
も
年
度

中
に
策
定
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、
空
き

家
の
活
用
は
、
建
物
の
健
全
性
だ
け
で
は
な

く
、
建
物
も
含
め
た
土
地
、
地
域
性
、
空
き

家
の
理
由
等
を
把
握
し
、
活
用
す
る
こ
と
が

肝
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
行
政
、
議
員
、
自

治
会
長
、
専
門
職
等
で
構
成
す
る
「
空
き
家

対
策
協
議
会
」
を
設
立
し
、
問
題
の
本
質
を

協
議
検
討
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
①
空
き
家
対
策
の
成
果
と
反

省
点
、
今
後
の
展
望
、
②
策
定
予
定
の
「
空

き
家
等
対
策
計
画
」
の
進
捗
状
況
、
③
私
の

　

し
か
し
、
登
録
件
数
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と

か
ら
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
、
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
に
空
き
家
バ
ン
ク
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
同
封
し
、
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
問
い
合
わ
せ
や
登
録
件
数

が
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
制
度
周
知
を
継

続
し
な
が
ら
、
登
録
件
数
の
増
加
に
繋
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
度
か
ら
実
際
に
町
の
空
き
家

で
生
活
し
、
地
域
の
状
況
や
情
報
を
収
集
で

き
る「
お
試
し
住
宅
」の
貸
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
等
に
よ
り
、
利
用
数
１
件
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、移
住
定
住
の
足
が
か
り
と
な
る
よ
う
、

広
く
制
度
を
周
知
し
、
利
用
増
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

宮
部
　
一
也 

議
員

地
域
づ
く
り
活
動
の
支
援
に
つ
い
て

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
な
ど
大
き
な
課

題
が
山
積
の
中
、
町
内
各
地
で
地
域
づ
く
り

活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
春
日
地
区
で
は

「
ふ
る
さ
と
春
日
地
域
づ
く
り
協
議
会
」が
発

足
さ
れ
、
小
島
地
区
で
も
準
備
会
が
立
ち
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
他
の
地
域
等
で
も
試
み
は

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地
域
で
、
町
全
体

に
わ
た
る
こ
と
や
公
的
な
こ
と
は
行
政
で
と

い
う
よ
う
に
役
割
分
担
し
な
け
れ
ば
、
町
が

立
ち
行
か
な
く
な
る
状
況
が
発
生
す
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
、
地
域
づ
く
り
活
動
が
軌
道
に
乗

る
ま
で
は
、
行
政
に
よ
る
何
ら
か
の
支
援
が

提
案
「
空
き
家
対
策
協
議
会
」
の
設
立
の
３

点
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

町
の
空
き
家
対
策
は
、
平
成
23
年
度
か
ら

空
き
家
バ
ン
ク
の
創
設
、
平
成
27
年
度
か
ら

調
査
な
ど
、
利
活
用
と
改
善
の
両
面
で
対
策

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
は
、
個
人
所

有
の
財
産
で
、
相
続
や
管
理
状
況
が
様
々
で

あ
り
、
効
果
的
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
空
き
家
の
発
生
の
抑

制
、
利
活
用
に
つ
い
て
、
工
夫
し
な
が
ら
進

め
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

町
の「
空
き
家
等
対
策
計
画
」は
、
令
和
２

年
４
月
に
策
定
し
、
同
年
６
月
に
県
に
報
告

し
ま
し
た
。
本
年
度
ス
タ
ー
ト
し
た
計
画
で

あ
り
、
今
後
、
計
画
に
沿
っ
た
対
応
を
進
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
員
が
提
案
さ
れ
た
、「
空
き
家
対
策
協

議
会
」
は
、
空
き
家
等
対
策
計
画
を
推
進
す

る
た
め
に
設
立
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識

の
下
、
現
在
、
協
議
会
設
立
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
空
き
家
の
利
活
用
の
詳
細
に
つ
い

て
は
担
当
部
長
か
ら
答
弁
さ
せ
ま
す
。

企
画
部
長

　

町
は
、
平
成
23
年
度
に
空
き
家
バ
ン
ク
登

録
制
度
を
開
始
し
、
空
き
家
の
有
効
活
用
や

移
住
定
住
の
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
現
在

ま
で
の
累
計
登
録
数
は
58
件
、
成
約
数
は
34

件
で
、
一
定
の
効
果
役
割
を
果
た
し
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

必
要
で
す
。
地
域
づ
く
り
活
動
に
対
す
る
町

の
考
え
方
、
支
援
方
法
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。

町 

長

　

地
域
の
運
営
活
動
に
、
自
分
た
ち
で
で
き

る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
と
い
う
動
き
が
、
春

日
を
は
じ
め
各
地
域
で
見
ら
れ
る
こ
と
は
大

変
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
今
後
の
活
動
に

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

地
域
づ
く
り
活
動
は
、
地
域
に
よ
っ
て
内

容
や
運
営
主
体
、拠
点
施
設
も
異
な
り
ま
す
。

あ
く
ま
で
も
自
主
的
な
取
り
組
み
で
す
の

で
、
自
主
性
を
損
な
わ
な
い
た
め
に
も
、
町

が
画
一
的
に
関
わ
る
、
ま
た
は
指
導
す
る
と

い
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
会
の
規
約
を
作
る
な
ど
の
事
務
的

な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
申
し
出
が
あ
れ
ば
町

が
サ
ポ
ー
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
財
政
的
な
面
で
の
支
援
と

し
て
は
、
自
発
的
に
地
域
づ
く
り
を
行
う
団

体
に
対
す
る
補
助
事
業
を
新
年
度
予
算
に
計

上
し
て
い
ま
す
。

宮
部
　
一
也 

議
員

防
災
士
の
活
用
に
つ
い
て

　

町
政
に
お
い
て
安
心
安
全
な
町
づ
く
り
は

重
要
な
課
題
で
す
。
来
年
度
予
算
に
防
災
士

資
格
拡
充
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
お
り
、
資

格
取
得
者
は
増
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
町
防
災
士
連
絡
協
議
会
が
設
立

さ
れ
、
活
動
の
基
盤
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、
今
ひ
と
つ
防
災
士
の
活
動
が
見
え
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て
こ
な
い
と
感
じ
ま
す
。
町
外
の
団
体
と
繫

が
り
活
動
し
て
い
る
方
も
い
ま
す
が
、
資
格

取
得
だ
け
で
終
わ
り
、
ど
う
活
動
す
れ
ば

良
い
の
か
分
か
ら
な
い
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
が
活
動
の
方
向
性
や
具
体

的
な
方
法
を
示
す
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
町
は
防
災
士
に
今
後
ど
の
よ
う
な
役
割

を
与
え
る
の
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

ま
た
、町
長
は
近
所
同
士
で
支
え
あ
う「
互

近
助
」制
度
を
推
進
し
た
い
と
聞
き
ま
す
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
制
度
を
目
指
し
て
い

る
の
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

日
本
防
災
士
機
構
の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
よ
る
と
、
防
災
士
は
純
然
た
る
民
間
自
律

の
発
想
と
民
間
パ
ワ
ー
の
努
力
に
よ
っ
て
地

域
防
災
力
の
向
上
に
貢
献
す
る
も
の
で
、
自

発
的
な
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
防
災
士
を

目
指
さ
れ
た
方
は
、
防
災
士
と
し
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
携
わ
る
と
い
う
自
発
的
な

動
機
で
資
格
を
取
得
さ
れ
た
も
の
と
思
い

ま
す
。

　

防
災
士
の
み
な
ら
ず
、
福
祉
、
生
涯
学
習

な
ど
町
内
に
は
多
方
面
で
多
く
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
が
あ
り
、
町
が
活
動
に
関
与
す

る
こ
と
な
く
町
の
た
め
に
す
ば
ら
し
い
活
動

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
自
主
的
に
活

動
さ
れ
る
団
体
の
中
身
に
町
が
関
わ
っ
た

り
、
指
導
す
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
自
主
自
発
の

精
神
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
互
近
助
」制
度
は
、
日
本
防
災
シ
ス
テ
ム

き
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
め
る
環

境
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

各
種
団
体
の
定
数
も
人
口
に
応
じ
た
人
員

配
置
に
す
る
こ
と
や
、
団
体
の
見
直
し
が
必

要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
方
針
を
お

尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

人
口
減
少
が
進
む
中
、
消
防
団
や
女
性
防

火
ク
ラ
ブ
、
各
種
団
体
の
役
の
割
当
て
が
住

民
の
皆
さ
ん
に
大
変
な
負
担
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
承
知
し
て
い
ま
す
。

　

負
担
を
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
、
来
年

度
か
ら
交
通
安
全
女
性
を
廃
止
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
消
防
団
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
の

定
数
も
、
地
域
防
災
力
は
確
保
し
な
が
ら
、

で
き
る
だ
け
削
減
し
、
定
数
の
あ
り
方
を
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
以
外
に
も
保
健
推
進
員
、
リ

サ
イ
ク
ル
推
進
員
な
ど
を
町
か
ら
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
地

域
の
実
情
や
役
割
、
必
要
性
を
検
討
し
な
が

ら
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
、
見
直
し
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

國
枝
　
誠
樹 

議
員

消
防
団
の
操
法
大
会
に
つ
い
て

　

火
災
時
の
み
な
ら
ず
災
害
時
に
お
け
る
地

域
防
災
の
要
と
な
る
消
防
団
の
役
割
は
、
今

後
も
重
要
性
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
町
に
お
い
て
は
、
人
口
減
少
や
働

き
方
の
多
様
化
等
に
よ
っ
て
団
員
の
確
保
が

研
究
所
長
の
山
村
武
彦
さ
ん
が
提
唱
さ
れ
て

い
る
考
え
方
で
す
。
自
分
の
こ
と
は
自
分
で

守
る「
自
助
」、
地
域
は
地
域
で
守
る「
共
助
」

と
行
政
が
行
う「
公
助
」が
あ
り
ま
す
が
、
実

情
に
合
わ
な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
実
際
の
災

害
時
に
、
防
災
関
係
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

す
ぐ
に
駆
け
つ
け
る
こ
と
は
困
難
な
場
合
が

あ
り
ま
す
。
自
助
で
は
対
応
で
き
な
い
、
共

助
は
待
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
近
所
の
人
が
助

け
合
う
。
こ
う
し
た
自
助
と
共
助
の
間
を
補

完
す
る「
近
助
」と
い
う
考
え
方
、
取
り
組
み

を
自
主
防
災
組
織
の
あ
り
方
な
ど
の
参
考
と

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

國
枝
　
誠
樹 

議
員

若
者
世
代
、
子
育
て
世
代
、
働
く
世
代
に
対

す
る
各
種
団
体
の
人
員
負
担
に
つ
い
て

　

町
の
人
口
は
、
合
併
後
16
年
間
で
６
千
人

以
上
減
少
し
て
い
ま
す
。
人
口
が
減
少
し
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
町
づ
く
り
を
支
え

る
消
防
団
、
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
、
日
赤
奉
仕

団
等
の
人
員
定
数
は
当
時
と
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
地
域
に
よ
っ
て
は
、
１
人
で
何
役
も

掛
け
持
ち
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
負
担

感
か
ら
若
い
方
が
町
外
に
転
出
し
、
社
会
減

の
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
様
式
が
大
き
く
変
わ
る

中
、Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
）の
進
展
に
よ
り
働
き
方
も
多
様
化

さ
れ
、
自
然
豊
か
な
本
町
に
移
住
し
た
い
と

い
う
人
を
受
け
入
れ
、
社
会
増
に
つ
な
が
る

チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
ま
ず
、
町
に
住
ん
で
い
る
人
が
前
向

難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
団
員
の
中

に
は
、
操
法
大
会
に
向
け
た
厳
し
い
訓
練
が

本
人
の
み
な
ら
ず
、
家
族
に
も
大
き
な
負
担

に
な
り
、
町
外
に
転
出
す
る
方
も
い
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
活
動
や
操
法
大
会
が
あ
る
こ
と
に

よ
っ
て
若
い
世
代
が
流
出
し
た
ら
、
地
域
防

災
の
要
は
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
持
続
可
能

な
消
防
団
に
す
る
た
め
、
今
後
の
操
法
大
会

の
方
針
を
含
め
た
所
見
を
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

一
昨
年
の
操
法
大
会
は
44
チ
ー
ム
が
出
場

さ
れ
ま
し
た
。
１
分
団
で
５
チ
ー
ム
が
出
場

さ
れ
た
分
団
も
あ
り
ま
す
。

　

操
法
大
会
は
、
団
員
の
技
術
向
上
の
手
段

の
一
つ
と
し
て
重
要
で
す
が
、
過
度
の
練
習

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
出
場
チ
ー
ム
数
を
減
ら
す
、
練

習
期
間
を
定
め
て
休
息
日
を
設
け
る
な
ど
、

消
防
団
長
等
と
協
議
し
、
負
担
軽
減
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

若
園
　
敏
朗 

議
員

人
口
減
少
を
防
ぐ
た
め
に

　

町
は
平
成
17
年
の
町
村
合
併
以
後
、
16
年

間
で
人
口
が
６
千
人
以
上
減
少
し
て
い
ま

す
。
町
内
に
は
空
き
店
舗
・
空
き
家
が
目
立

ち
、
私
が
生
ま
れ
育
っ
た
時
代
の
活
気
は
な

く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
人
口
減
少
を
防
ぐ

に
は
、
移
住
定
住
の
促
進
と
、
若
者
の
流
出

を
く
い
止
め
る
し
か
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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町
は
、
移
住
・
定
住
の
た
め
の
支
援
策
と

し
て
、
０
円
宅
地
事
業
、
空
き
家
バ
ン
ク
、

お
試
し
住
宅
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
事
業
の
現
在
ま
で
の
実
績
と

問
題
点
、
今
後
さ
ら
に
移
住
・
定
住
の
促
進

を
図
る
た
め
の
考
え
に
つ
い
て
、
お
尋
ね
し

ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
子
育
て
支
援
は
、
す
こ
や
か

ベ
ビ
ー
祝
い
金
制
度
、
第
２
子
以
降
の
保
育

料
無
償
化
、
小
中
学
校
の
給
食
費
無
料
化
、

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
な
ど
、
県
下

一
と
言
え
る
ほ
ど
の
手
厚
い
環
境
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
施
策
を
移
住
・
定
住
と

結
び
つ
け
て
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

町
に
は
全
国
に
自
慢
で
き
る
自
然
、歴
史
、

文
化
が
あ
り
ま
す
。
若
者
の
流
出
を
減
ら
す

た
め
、
進
学
な
ど
で
遠
方
へ
出
た
後
、
戻
っ

て
き
て
も
ら
う
た
め
、
小
中
高
生
の
う
ち
か

ら
愛
町
精
神
を
育
み
、
ふ
る
さ
と
揖
斐
川
町

の
魅
力
を
学
ん
で
も
ら
う
対
策
は
で
き
な
い

か
、
お
尋
ね
し
ま
す
。

町 

長

　

町
は
、
移
住
・
定
住
政
策
と
し
て
０
円
宅

地
事
業
や
空
き
家
バ
ン
ク
、
お
試
し
住
宅
の

ほ
か
に
新
築
住
宅
及
び
住
宅
改
修
等
に
対
す

る
奨
励
金
、
賃
貸
住
宅
に
対
す
る
家
賃
補
助

な
ど
様
々
な
施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

実
績
と
し
て
は
、０
円
宅
地
事
業
で
は
１
件
、

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
制
度
の
成
約
34
件
、
お

試
し
住
宅
の
利
用
１
件
、
新
築
住
宅
及
び
住

宅
改
修
に
対
す
る
奨
励
金
は
年
間
で
約
40
件

程
度
、
賃
貸
住
宅
の
家
賃
助
成
は
年
平
均
４

ニ
ュ
ア
ル
の
改
善
を
行
い
、
改
良
を
図
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
や
土
砂
災
害
な
ど
、
想
定
外
の
被
害

を
見
越
し
た
学
校
防
災
に
つ
い
て
の
考
え
と

現
在
の
進
捗
状
況
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

教
育
長

　

町
は
、
局
地
的
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の

発
生
リ
ス
ク
の
高
さ
に
加
え
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
な
ど
大
地
震
に
よ
る
土
砂
災
害
の
危
険

性
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
学
校
で
は
「
児
童
生
徒
の
命

を
守
り
切
る
た
め
の
危
機
管
理
体
制
の
強

化
」「
児
童
生
徒
の
避
難
行
動
ス
キ
ル
を
育

成
す
る
た
め
の
防
災
教
育
の
充
実
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
の
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て
は
、
毎

年
各
学
校
で
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直

し
、
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。
避
難
時
の
教

職
員
の
役
割
や
体
制
も
毎
年
見
直
し
、
子
供

た
ち
の
命
を
最
善
の
方
法
で
守
り
切
る
た

め
の
組
織
体
制
を
確
立
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

さ
ら
に
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
発

表
時
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、

新
年
度
か
ら
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

　

避
難
訓
練
は
、
町
内
全
て
の
学
校
で
年
３

回
以
上
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
教

授
や
消
防
士
な
ど
の
専
門
家
を
講
師
に
、
災

害
図
上
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
学
校
も
あ
り

ま
す
。

　

今
後
も
児
童
生
徒
の
「
主
体
的
に
行
動
す

る
力
」を
育
成
す
る
と
と
も
に
、「
安
全
で
安

心
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
意
識
」
を
高

件
で
す
。
利
用
者
の
意
見
も
踏
ま
え
、
制
度

を
見
直
し
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
策
等
も
、
町
の
移
住

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。
移

住
・
定
住
情
報
の
全
国
発
信
に
つ
い
て
は
、

東
京
の
「
ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
常
備
し
、
岐
阜
県

専
属
の
相
談
員
に
よ
り
情
報
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

大
阪
市
、
名
古
屋
市
に
も
同
様
の
窓
口
を

設
け
て
い
る
ほ
か
、
子
育
て
情
報
マ
ガ
ジ
ン

に
掲
載
し
て
情
報
発
信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
へ
の
愛
着
を
育
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
将
来
の
人
口
増
に
つ
な
げ
る
こ
と

も
重
要
な
施
策
の
一
つ
で
す
。
町
内
小
中
学

校
で
は
、
小
学
３
年
生
以
上
が
「
ふ
る
さ
と

揖
斐
川
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
学
習
を
行
っ
て

お
り
、
今
後
も
、
子
供
た
ち
が
故
郷
に
愛
着

を
持
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
学
習
機
会

の
創
出
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

若
園
　
敏
朗 

議
員

学
校
防
災
に
つ
い
て

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
、
石
巻
市
大
川
小

学
校
の
児
童
と
教
員
84
人
が
犠
牲
に
な
り

ま
し
た
。
高
裁
判
決
は
学
校
の
安
全
確
保
義

務
違
反
を
認
定
し
、
組
織
的
過
失
を
認
め
ま

し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
文
部
科
学
省
は
全

国
の
教
育
委
員
会
に
、
地
域
性
を
反
映
し
た

学
校
独
自
の
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作

る
よ
う
通
知
し
て
い
ま
す
。
事
前
の
危
機
管

理
、
発
生
時
の
危
機
管
理
、
事
後
の
危
機
管

理
を
作
成
し
、
避
難
訓
練
の
実
施
、
評
価
マ

め
る
防
災
教
育
や
、
地
域
住
民
、
保
護
者
、

関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
の
構
築
な
ど
、
学

校
の
危
機
管
理
体
制
の
充
実
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

衣
斐
　
良
治 

議
員

養
老
鉄
道
快
速
電
車
導
入
な
ど
新
し
い
時
代

の
新
し
い
町
づ
く
り
に
つ
い
て

　

町
長
が
言
わ
れ
る
「
新
し
い
時
代
の
新
し

い
町
づ
く
り
」
の
新
し
い
時
代
と
は
何
を
捉

え
、
新
し
い
町
づ
く
り
と
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
か
、
ど
ん
な
町
に
し
た
い
の
か
そ
の
想
い

を
伺
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
予
算
に
は
防
犯
カ
メ
ラ
の

拡
充
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
町
長
選
挙

時
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
、
養
老
鉄
道
の
快

速
電
車
導
入
な
ど
、
数
多
く
の
事
業
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
内
容

と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
実
施
さ
れ
る
か
伺
い

ま
す
。

町 

長

　

新
し
い
時
代
の
新
し
い
町
づ
く
り
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
町
の
施
策
で
継
続
す
べ
き
も
の

は
継
続
し
、
改
善
す
べ
き
も
の
は
改
善
し
、

新
た
に
取
り
組
む
べ
き
こ
と
は
積
極
的
に
取

り
組
み
、
少
し
で
も
町
が
変
わ
っ
た
、
よ
く

な
っ
た
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る
町
に
す
る
こ

と
で
す
。
そ
の
町
づ
く
り
の
た
め
に
、
数
多

く
の
事
業
を
提
言
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

防
犯
カ
メ
ラ
は
、
令
和
３
年
度
当
初
予
算
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で
実
施
し
、
買
物
弱
者
対
策
と
し
て
の
移
動

販
売
は
、
制
度
設
計
や
関
係
者
と
の
調
整
を

早
急
に
図
り
、
令
和
３
年
度
の
補
正
予
算
で

の
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
相
手
と
の
十
分
な
協
議
を
要
す

る
事
業
は
、
協
議
の
進
捗
に
よ
り
具
体
的
な

実
施
時
期
を
示
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
養
老
鉄
道
の
快
速
電
車
導
入
に
つ

い
て
は
、
限
ら
れ
た
本
数
の
中
で
の
ダ
イ
ヤ

編
成
、
快
速
が
通
過
す
る
駅
の
乗
客
対
応
、

沿
線
市
町
と
の
協
議
な
ど
、
多
く
の
課
題
が

あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
根
気
よ
く
協
議
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

衣
斐
　
良
治 

議
員

機
構
改
革
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
の
機
構
改
革
の
た
め
、
関
係
条

例
の
一
部
改
正
が
上
程
さ
れ
て
い
ま
す
。
公

民
館
な
ど
社
会
教
育
施
設
は
、
国
の
中
央
教

育
審
議
会
で
、
住
民
が
主
体
的
に
地
域
課
題

を
解
決
す
る
た
め
、
そ
の
役
割
な
ど
を
強
化

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
岐
阜
県
を

は
じ
め
、
県
内
市
町
村
の
約
半
数
が
、
首
長

部
局
で
担
当
し
て
お
り
、
町
で
は
「
ま
ち
づ

く
り
は
人
づ
く
り
、
人
づ
く
り
は
ま
ち
づ
く

り
」
を
基
本
に
、「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」
が

そ
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、

横
断
的
な
施
策
事
業
を
担
当
す
る
「
未
来
戦

略
室
」
が
設
置
さ
れ
、
未
来
セ
ン
タ
ー
会
議

の
運
営
、
未
来
づ
く
り
勉
強
会
、
地
元
と
高

校
生
を
繋
ぎ
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
た
め
の
揖

斐
ジ
モ
ト
大
学
の
開
催
、
異
業
種
交
流
会
な

ど
の
、
数
々
の
未
来
志
向
型
の
事
業
を
実
施

実
施
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
職
員
が
、
住
民
の

皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
研
究
し

提
案
し
た
も
の
で
す
。

　

住
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
と
こ
ろ
の
改
善

が
町
づ
く
り
の
第
一
歩
と
考
え
、
地
道
な
取

り
組
み
を
積
み
重
ね
、
町
が
少
し
変
わ
っ
て

き
た
な
と
町
民
の
方
に
思
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

衣
斐
　
良
治 

議
員

消
防
団
改
革
に
つ
い
て

　

消
防
団
の
改
革
は
、静
か
な
声
で
は
な
く
、

多
く
の
皆
さ
ん
の
大
き
な
声
で
す
。
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
今
の
ま
ま
で
は
、

そ
の
維
持
は
厳
し
く
、
改
革
は
待
っ
た
な
し

で
す
。
消
防
団
改
革
の
具
体
的
な
内
容
、
実

施
す
る
時
期
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

同
様
の
質
問
に
答
弁
し
て
お
り
ま
す
の
で

詳
細
は
割
愛
し
ま
す
が
、
消
防
力
を
担
保
し

つ
つ
、
定
員
、
活
動
の
あ
り
方
を
検
討
し
、

皆
さ
ん
に
負
担
が
な
く
、
支
持
さ
れ
る
消
防

団
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

衣
斐
　
良
治 

議
員

揖
斐
川
町
土
地
開
発
公
社
に
つ
い
て

　

揖
斐
川
町
土
地
開
発
公
社
の
公
有
用
地

は
、長
ら
く
塩
漬
け
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
財
政
状
況
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
る

中
、
公
社
の
健
全
化
を
図
る
上
で
も
、
町
が

早
急
に
再
取
得
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
が
、

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
町
内
に
数
多
く
あ
る
無
形
有
形
の

文
化
財
と
い
っ
た
地
域
資
源
を
観
光
振
興
、

地
域
振
興
に
つ
な
げ
、
ひ
い
て
は
文
化
振
興

に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
事
業
を
「
観
光
文

化
戦
略
課
」が
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
横
断
的
な
施
策
を
展
開
す
る
た
め
、
２
年

前
か
ら
現
在
の
体
制
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
長
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
事
業
を
新
し
い

体
制
の
も
と
、
４
月
か
ら
ど
の
よ
う
に
継
続

し
、
進
め
ら
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

住
民
や
区
長
さ
ん
か
ら
、
現
状
で
は
何
を

担
当
し
て
い
る
部
署
か
、
ど
こ
に
相
談
す
れ

ば
よ
い
か
分
か
り
に
く
い
と
い
っ
た
声
が
あ

り
ま
す
。

　
「
観
光
文
化
戦
略
課
」は
文
化
財
も
所
管
し

て
い
ま
す
が
、
観
光
と
文
化
財
は
異
質
で
な

じ
ま
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
未
来
戦
略
室
」
と
言
い
な
が
ら
、

未
来
の
町
の
戦
略
で
あ
る
「
第
２
次
総
合
計

画
」「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
」
の
策
定
は
他
の
部
署
が
担
当
し
て
い
る

な
ど
、
機
構
改
革
に
よ
り
事
務
分
掌
の
違
い

も
整
理
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
町
づ
く
り
の

推
進
や
町
の
将
来
を
考
え
る
上
で
一
番
肝
心

な
の
は
、
看
板
の
付
け
替
え
や
枠
組
み
の
組

み
替
え
で
は
な
く
、
各
職
員
が
各
自
の
仕
事

は
も
ち
ろ
ん
、
広
く
町
づ
く
り
に
つ
い
て
意

識
を
持
ち
、
積
極
的
に
取
り
組
む
姿
勢
だ
と

考
え
ま
す
。

　

４
月
か
ら
、「
書
か
な
い
窓
口
の
開
設
」を

町
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町 

長

　

平
成
21
年
と
23
年
に
一
般
質
問
で
、
公
社

の
解
散
清
算
が
問
わ
れ
、
当
時
の
町
長
が
保

留
地
の
処
分
、
清
算
に
向
け
て
検
討
し
た
い

と
答
弁
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
進
展
が
な

い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
問
題
を
指

摘
さ
れ
な
が
ら
対
応
で
き
な
か
っ
た
の
は
、

相
応
の
困
難
な
状
況
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
。
衣
斐
議
員
が
役
場
幹
部
時
代
に
土

地
の
再
取
得
に
取
り
組
ま
れ
な
が
ら
、
そ
れ

が
進
ま
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り

大
変
難
し
い
問
題
が
あ
っ
た
も
の
と
推
測
し

ま
す
。
事
情
を
精
査
し
、
今
後
の
公
社
問
題

の
取
り
組
み
方
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。第

３
回
揖
斐
川
町
議
会
臨
時
会

　

３
月
30
日
に
令
和
３
年
第
３
回
揖
斐
川
町

議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
教
育
長
の
任
命

案
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件

○
教
育
長

　

野
原　

靖
さ
ん（
脛
永
）
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氏　名 新　　職 前　　職
副　町　長

長　屋　憲　幸 副町長 ―
参　　　与

高　橋　義　弘 技術参与 （再任用）
部　長　級

今　枝　文　雄 総務部長兼危機管理監 企画部長

宮　野　正　臣 住民福祉部長 総務部　次長兼財政課長

三　島　晃　照 会計管理者 住民福祉部付（次長級）（揖斐広域
連合派遣）

吉　田　好　宏 教育部長 総務部長兼危機管理監
次　長　級

土　屋　英　俊 総務部　次長兼政策広報課長 企画部　次長兼政策広報課長

河　瀬　浩　治 総務部　次長兼水源地域ビ
ジョン推進事務所長 教育委員会　次長兼教育振興課長

高　橋　宗　徳 住民福祉部付（次長級）（揖斐
広域連合派遣）

企画部　まちづくり推進課　未来
戦略室長

矢　野　幸　司 産業建設部　次長兼農林振興
課長 企画部　次長兼まちづくり推進課長

池　田　　　毅 産業建設部　次長兼農林振興
課　森林経営管理室長 産業建設部　次長兼産業振興課長

高　木　英　樹 教育委員会　次長兼社会教育
課長 谷汲振興事務所長

課　長　級

所　　　貴　宏 総務部　政策広報課　デジタ
ル推進室長 会計管理者兼会計課長

久　野　賀　弘 総務部　政策広報課　水源地
域ビジョン推進事務所　課長

藤橋振興事務所長心得兼地域振興
課長

田　島　孝　二 総務部　財政課長 住民福祉部　住民生活課長

松　井　孝　二 総務部　総務課長 総務部　総務防災課長

土　屋　和　久 総務部　税務課長 総務部　税務課　主幹

平　野　美保子 住民福祉部　住民生活課長 住民福祉部　住民生活課　主幹

岩　間　明　宏 住民福祉部　健康福祉課　地域
医療確保対策監兼感染症対策監 （再任用）

高　橋　直　樹 産業建設部　商工観光課長 企画部　まちづくり推進課　ス
ポーツ推進室長

古　野　利　仁 産業建設部　農林振興課付（課
長級）（揖斐郡森林組合派遣） （再任用）

野　原　幸　司 会計課長 企画部　観光文化戦略課長

坂　下　久　幸 議会事務局長 （再任用）

長　屋　和　宏 教育委員会　学校教育課長 教育委員会　教育振興課　主幹

高　橋　茂　盛 教育委員会　学校教育課
学校給食センター所長 （再任用）

岡　部　治　久 谷汲振興事務所長心得兼地域
振興課長 谷汲振興事務所　地域振興課長

山　口　勝　彦 藤橋振興事務所長兼地域振興
課長 （再任用）

中　川　正　志 坂内振興事務所長心得兼地域
振興課長

企画部　政策広報課　水源地域ビ
ジョン推進事務所長

主　幹　級

松　本　幸　久 総務部　政策広報課　水源地
域ビジョン推進事務所　主幹

企画部　政策広報課　水源地域ビ
ジョン推進事務所　主幹

上　田　　　憲 総務部　税務課　主幹 教育委員会　教育振興課　主幹

馬　渕　真　二 産業建設部　建設課　主幹 藤橋振興事務所　地域振興課
主幹

竹　中　正　和 産業建設部　農林振興課
主幹 産業建設部　産業振興課　課長補佐

若　原　紀　章 教育委員会　社会教育課
主幹 総務部　総務防災課　課長補佐

小　寺　淳　一 藤橋振興事務所　地域振興課
主幹 産業建設部　建設課　主幹

課長補佐級

川 本　　 励 総務部　政策広報課　水源地域
ビジョン推進事務所　課長補佐

企画部　政策広報課　水源地域ビ
ジョン推進事務所　課長補佐

若 原　 輝 幸 総務部　総務課　課長補佐 総務部　総務防災課　課長補佐

神 谷　 秀 一 総務部　総務課　課長補佐 総務部　総務防災課　課長補佐

古 野　 清 明 総務部　税務課　課長補佐 総務部　税務課　係長

森 本　 幸 晴 住民福祉部　住民生活課　課
長補佐 （再任用）

樋 口 三 千 代 住民福祉部　健康福祉課　課
長補佐

谷汲振興事務所　地域振興課
課長補佐

高 橋　 利 彦 住民福祉部　健康福祉課付（課
長補佐級）（揖斐広域連合派遣）

住民福祉部　健康福祉課付（係長
級）（揖斐広域連合派遣）

窪 田　 匡 市 産業建設部　建設課　課長補佐 企画部　まちづくり推進課
未来戦略室　課長補佐

氏　名 新　　職 前　　職
課長補佐級

後　藤　竜　介 産業建設部　建設課　課長補佐 産業建設部　建設課　係長

清　水　善　之 産業建設部　上下水道課　課
長補佐 産業建設部　上下水道課　係長

増　元　洋　成 産業建設部　農林振興課　課
長補佐 産業建設部　建設課　課長補佐

矢　野　陽一郎 産業建設部　農林振興課　課
長補佐 産業建設部　産業振興課　係長

松　野　興　伸 産業建設部　商工観光課　課
長補佐 （再任用）

七　種　典　威 教育委員会　学校教育課　課
長補佐

企画部　まちづくり推進課
課長補佐

松　久　秀　紀 教育委員会　社会教育課　課
長補佐 議会事務局　課長補佐

中　川　幸　治 教育委員会　社会教育課　課
長補佐

企画部　まちづくり推進課
スポーツ推進室　係長

松　波　好　和 教育委員会　社会教育課　地
域交流センター　課長補佐 （再任用）

鷲　見　孝　之 谷汲振興事務所　地域振興課
課長補佐

住民福祉部　健康福祉課付（係長
級）（揖斐広域連合派遣）

増　田　裕　子 住民福祉部　やまと・きたが
た幼児園（園長）課長補佐

住民福祉部　くぜ幼児園（園長）課
長補佐

徳　永　恵理奈 住民福祉部　おじま幼児園
（園長）課長補佐

住民福祉部　かすが幼児園（園長）
課長補佐

長　尾　知　香 住民福祉部　くぜ幼児園（園
長）課長補佐

住民福祉部　おじま幼児園（主任
保育士）係長

林　　　幸　世 住民福祉部　子育て支援セン
ター　課長補佐

住民福祉部　子育て支援センター　
係長

林　　　輝　恵 住民福祉部　児童発達支援事
業所　課長補佐

住民福祉部　児童発達支援事業所　
係長

係　長　級
岡　崎　康　成 総務部　政策広報課　係長 企画部　政策広報課　係長

加　納　和　貴 総務部　政策広報課　係長 企画部　政策広報課　係長

宮　脇　憲　輔 総務部　政策広報課　係長 企画部　政策広報課　係長

吉　田　美　貴 総務部　財政課　係長 住民福祉部　子育て支援課　係長

細　野　朋　洋 総務部　総務課　係長 企画部　まちづくり推進課　係長

小　森　陽　治 総務部　総務課　係長 総務部　総務防災課　係長

宇佐美　みゆき 総務部　総務課付（係長級）
（養基小学校保育所組合派遣） 産業建設部　上下水道課　係長

山　本　智　代 総務部　税務課　係長 総務部　総務防災課　係長

高　橋　由　利 総務部　税務課　係長 総務部　総務防災課付（係長級）
（岐阜県市町村課派遣）

中　川　正　典 住民福祉部　住民生活課　係長 総務部　税務課　係長

宗　宮　孝　臣 住民福祉部　健康福祉課　係長 総務部　税務課　係長

深　尾　恵　美 住民福祉部　健康福祉課　係長 住民福祉部　健康福祉課　主査

菅　原　昌　志 住民福祉部　子育て支援課　
係長 住民福祉部　健康福祉課　係長

神　原　誠　司 住民福祉部　子育て支援課　
係長

住民福祉部　子育て支援課
主査

河　村　里　奈 産業建設部　上下水道課　係長 総務部　総務防災課付（係長級）
（養基小学校保育所組合派遣）

成　瀬　岳　樹 産業建設部　上下水道課　係長 産業建設部　上下水道課　主査

二　宮　　　焦 産業建設部　農林振興課　係長 産業建設部　産業振興課　係長

山　本　紋　子 産業建設部　農林振興課　係長 産業建設部　産業振興課　係長

岡　部　弥世子 産業建設部　商工観光課　係長 企画部　観光文化戦略課　係長

松　尾　和　由 産業建設部　商工観光課　係長 企画部　観光文化戦略課　係長

松　居　佑　樹 議会事務局　係長 総務部　総務防災課　係長

立　木　秀　和 教育委員会　学校教育課　係長 教育委員会　教育振興課　係長

土　本　雅　代 教育委員会　学校教育課　係長 総務部　財政課　係長

高　橋　康　弘 教育委員会　学校教育課　係長 総務部　総務防災課付（係長級）
（経済産業省派遣）

林　　　宏　昭 教育委員会　社会教育課　係長 藤橋振興事務所　地域振興課　係長

松　原　由美子 教育委員会　社会教育課　地
域交流センター　係長 企画部　まちづくり推進課　主査

小　川　敏　貴 教育委員会　社会教育課　揖
斐川健康広場　係長

企画部　まちづくり推進課　揖斐
川健康広場　係長

成　瀬　友　紀 住民福祉部　たにぐみ幼児園
（主任保育士）係長

住民福祉部　やまと・きたがた幼
児園（主任保育士）係長

宗　宮　弥　生 住民福祉部　かすが幼児園
（園長心得）係長

住民福祉部　いび幼児園（主任保
育士）係長

令和３年度　揖斐川町人事異動 （4月1日付けの係長級以上の異動者）
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令和３年度　組織図揖斐川町行政組織図
部・局 課 室等 担当業務

政策広報課
総合計画、地方創生、ふるさと寄附金、公共交通、
広報誌、ホームページ、統計調査、移住定住、地域づくり
など

デジタル推進室 自治体のデジタル化、高度情報化、ネットワーク管理
など

水源地域推進ビ
ジョン推進事務所

公有地化事務、生命の水と森の活動センター事業、
電源立地対策交付金、藤橋城、徳山会館　など

総　務　部 財　政　課 予算編成、地方交付税、町債、公会計、財政計画、
庁舎管理、入札・契約、財産区、土地開発基金　など

総　務　課 人事給与、職員管理、消防・防災、防犯、防災行政無線、
交通安全、情報公開、地域自治組織、選挙管理員会　など

税　務　課 町県民税・軽自動車税・固定資産税ほか税に関すること、
町税の賦課徴収（国民健康保険税の徴収）　など

住民生活課
戸籍など窓口証明、国民健康保険、国民年金、福祉医療、
後期高齢者医療、廃棄物処理、リサイクル対策、環境美化
など

町　長 副町長 住民福祉部 健康福祉課
障がい者（児）福祉、高齢者福祉、精神保健福祉、生活保護、
民生委員・児童委員、介護保険、地域包括支援センター
など

保健センター
各種健診、予防接種、母子保健、
子育て世代包括支援センター、診療所運営、健康づくり、
新型コロナ予防接種　など

子育て支援課 児童福祉、児童手当、子育て支援、児童発達支援、
木育推進、森のようちえん、幼児園の管理運営　など

建　設　課
道路・河川整備、災害復旧、町営住宅、公園管理、
建築物申請、都市計画、道路・河川占用、空き家の適正管理
など

産業建設部 上下水道課 上下水道施設の維持管理、水質保全、料金徴収　など

農林振興課 農業振興、農業委員会、畜産振興、土地改良、治山事業、
水産業、林道事業、災害復旧　など

森林経営管理室 鳥獣被害防止、林業振興、森林管理、森林計画事業、
鳥獣保護・狩猟、ジビエ　など

商工観光課
商工業の振興、企業誘致・個業誘致、消費者行政、
観光戦略、財団・第三セクター、海外戦略、観光イベント
など

振興事務所 地域振興課 住民票など窓口証明、消防・防災、施設管理、
介護保険など各種申請等の受付　など

会計管理者 会　計　課 現金及び有価証券の出納・保管に関すること、町内用度、
証拠書類の保管　など

教育委員会 教育長 教育部局 学校教育課 学校教育に関すること、通学区域の設置及び変更、
学校給食に関すること（給食センター）　など

社会教育課
生涯学習、青少年教育、公民館・図書館の管理運営、
文化財、文化芸術振興、生涯スポーツ、いびがわマラソン
など

議　会 議会事務局 揖斐川町議会に関すること
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令
和
４
年
度
採
用
職
員
募
集

　

揖
斐
川
町
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集

し
ま
す
。

〇
一
般
行
政
事
務
職

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格

　

令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
30
歳

以
下
の
方
で
、
学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）を
卒
業
ま
た
は
令
和

４
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
方

〇
保
育
士

■
募
集
人
員　
若
干
名

■
応
募
資
格

　

令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
満
50
歳

以
下
の
方
で
、
保
育
士
と
な
る
資
格
を
有
し
、

保
育
士
登
録
簿
に
登
録
し
た
方
、
ま
た
は
令
和

３
年
度
内
に
そ
の
登
録
見
込
み
の
方

■
受
付
期
間

　

４
月
27
日（
火
）
～
５
月
31
日（
月
）

■
１
次
試
験

　

日
時　

７
月
11
日（
日
）

　

場
所　

岐
阜
県
立
加
納
高
等
学
校

　

内
容　

教
養
試
験
、
事
務
適
正
検
査
ほ
か

■
１
次
試
験
発
表　
８
月
中
旬（
予
定
）

■
２
次
試
験　
９
月
上
旬（
予
定
）

　

内
容　

個
別
面
接
試
験
、集
団
面
接
試
験
、

	

論
文
試
験

■
最
終
合
格
発
表　
９
月
下
旬（
予
定
）

■
応
募
方
法

　

受
付
期
間
中
に
所
定
の
申
込
用
紙（
役
場

総
務
課
備
え
付
け
）に
記
入
し
、
次
の
書
類

を
添
え
て
、
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
卒
業（
見
込
）証
明
書

・
成
績
証
明
書（
最
終
学
歴
）

・
有
資
格
者
の
場
合
は
免
許
証
等
の
写
し

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
総
務
課

　

℡
２
２-

２
１
１
１（
内
線
１
２
１
）

令
和
３
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室

（
夏
休
み
期
間
）の
入
室
申
請
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
留
守
家
庭
児
童
教
室（
夏
休

み
期
間
）へ
の
入
室
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者

の
方
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
児
童

　

町
内
在
住
の
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生

の
児
童
の
内
、保
護
者
の
就
労
等
の
事
情
で
、

昼
間
に
児
童
の
面
倒
を
見
る
こ
と
が
出
来
な

い
家
庭
の
児
童
で
、
左
記
要
件
を
全
て
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①
月
に
15
日
以
上
就
労
等
し
て
い
る
こ
と

②
就
労
等
に
よ
り
保
護
者（
祖
父
母
等
含
む
）

が
昼
間
留
守（
概
ね
朝
８
時
か
ら
午
後
３

時
以
降
迄
）と
な
る
児
童
で
開
設
場
所
ま

で
児
童
を
送
迎
で
き
る
家
庭

■
開
室
期
間
・
時
間

　

令
和
３
年
７
月
21
日（
水
）～

	

８
月
26
日（
木
）

　
（
土
・
日
・
祝
日
、
８
月
13
日
）は
除
く

　

午
前
８
時
～
午
後
６
時　

■
利
用
料
金

・
利
用
料　

９
０
０
０
円

・
保
険
料　

３
０
０
円

※
利
用
料
・
保
険
料
は
８
月
31
日
に
口
座
振
替

　

し
ま
す

・
別
途「
お
や
つ
代
」と
し
て
７
０
０
円
が

　

必
要
で
す

■
申
請
及
び
提
出
方
法

①
入
室
希
望
者
…
役
場
子
育
て
支
援
課
窓
口

ま
た
は
各
留
守
家
庭
児
童
教
室
で
申
請
書

類
を
入
手
い
た
だ
き
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
役
場
子
育
て
支
援
課
窓
口
へ
提
出

②
既
入
室
者
…
別
途
各
教
室
を
通
じ
入
室
希

望
調
査
を
行
う
た
め
、
申
請
は
不
要

■
受
付
期
間

　

令
和
３
年
５
月
17
日（
月
）～

	

５
月
24
日（
月
）の
平
日

　

午
前
８
時
30
分
～
17
時
15
分

■
そ
の
他

　

毎
年
夏
休
み
期
間
の
み
開
設
す
る
春
日
小

学
校
内
で
の
留
守
家
庭
児
童
教
室
に
つ
い
て

は
、
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
子
育
て
支
援
課

　

℡
２
２-

２
１
１
１（
内
線
２
４
１
）

令
和
３
年
経
済
セ
ン
サ
ス

活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す

　

経
済
セ
ン
サ
ス
ー
活
動
調
査
は
、
我
が
国

の
全
て
の
産
業
分
野
に
お
け
る
事
業
所
・
企

業
の
経
済
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
統
計
法
に
基
づ
く
重
要
な

調
査
で
す
。

　

調
査
の
趣
旨
・
必
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
回
答
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
調
査
対
象

　

町
内
に
あ
る
全
て
の
事
業
所

■
調
査
時
点　
令
和
３
年
６
月
１
日

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
政
策
広
報
課

　

℡
２
２-
２
１
１
１（
内
１
１
３
）

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
町
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

①
緑
ヶ
丘
住
宅　
２
戸

・
住　

所　

揖
斐
川
町
和
田
３
８
６

・
建
設
年
度　

昭
和
60
年
度

・
中
層
耐
火
構
造
３
階
建　

３
Ｄ
Ｋ

・
駐
車
場　

１
台

・
家　

賃　

１
６
，
２
０
０
円
～

・
そ
の
他　

浴
槽
、
風
呂
が
ま
は
入
居
者
の

　

持
ち
込
み
に
な
り
ま
す
。

■
敷
金　
家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
条
件

・
現
在
同
居
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

　

族（
婚
約
者
含
む
）が
あ
る
こ
と
。

・
市
町
村
民
税
お
よ
び
こ
れ
に
準
ず
る
納
付
金

　

を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

・
家
賃
の
他
に
共
益
費（
下
水
の
使
用
料
・
共
用

　

部
分
の
電
気
料
な
ど
）、敷
金
が
必
要
で
す
。

・
所
得
条
件
あ
り

※
詳
し
く
は
窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

５
月
６
日（
木
）～
５
月
20
日（
木
）

　

※
土
日
祝
日
を
除
く

■
入
居
予
定
日　

・
令
和
３
年
６
月
下
旬
を
予
定

②
島・さ
つ
き（
北
方
）住
宅
お
よ
び
、
谷
汲・

春
日
・
久
瀬
・
藤
橋
・
坂
内
地
域
内
の
各

町
営
住
宅
は
、随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、窓
口
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
役
場
建
設
課　

　

℡
２
２-

２
１
１
１（
内
線
３
１
６
）
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令和３年度犬の登録と狂犬病予防接種集合注射のおしらせ
（春日・久瀬・藤橋・坂内地区）

　狂犬病予防法により、飼い犬には、生涯1回の登録と年1回の狂犬病予防注射の接種が義務づけられて
います。揖斐川町では、次の日程で、犬の登録と狂犬病予防注射を実施しますので、最寄りの会場で受け
てください。現在、台帳に登録されている飼い主の方には、別途はがきでご案内しますので、当日必ずご
持参ください。

■対象犬　　　生後91日以上の全ての犬（室内犬、小型犬問わず）
■料　金　　　新規登録　1頭あたり　6,200円（新規登録料：3,000円	＋	注射料金：3,200円）
　　　　　　　登録済犬　1頭あたり　3,200円（注射代：2,650円	+	注射済票発行手数料：550円）

【注意事項】
・飼い主・住所など登録事項の変更や、犬が死亡したときは、事前に変更届を出してください。

鑑札・注射済票をお持ちの上、揖斐川町役場住民生活課または各振興事務所地域振興課までお越しく
ださい。

・狂犬病予防注射の会場などでのフンは、飼い主が始末してください。
・新型コロナウィルス感染予防のため、会場へ来られる前に検温を行い、会場ではマスクの着用をお願

いいたします。
地域 月　日 実施場所 実施時間 地域 月　日 実施場所 実施時間

春
　
　
　
　
　
　
　
日

5月24日
（月）

滝集会所付近 10：00～10：15

久
　
　
　
瀬

5月25日
（火）

公正公民館前 10：00～10：30
樫多目的集会所付近 10：20～10：25 大西精工前（樒平） 10：35～10：45
上ヶ流製茶工場前 10：30～10：40 外津汲集会場前 10：50～11：00
下ヶ流多目的集会所前 10：45～11：05 日坂公民館前 11：20～11：35
香六班消防車庫前 11：10～11：25 樫原集会所前（森下・九戸坂） 11：50～12：00
春日公民館前 11：30～11：45 小津公民館前 13：30～14：00
高齢者コミュニティセンター前 13：00～13：25 久瀬振興事務所前 14：10～14：30
旧近鉄中山バス停付近 13：35～13：40

坂
　
　
内

5月26日
（水）

諸家三叉路 10：00～10：15
揖斐川町ふれあいバス初若停留所付近 13：50～13：55 坂内生活改善センター前 10：30～10：40
揖斐川町ふれあいバス古屋停留所付近 14：00～14：05 川上集会場前 11：00～11：15
春日振興事務所前 14：20～14：30 広瀬集会場前 11：30～12：00

藤
橋

5月26日
（水） 藤橋振興事務所 1 階駐車場 13：15～13：40

※登録者への案内ハガキは、注射日の 2 週間ほど前に発送します。ハガキの内容をお確かめのうえ、お
越しください。

※動物病院で注射を打つ場合でも、病院にハガキをご持参ください。

【お問合せ先】　揖斐川町役場 住民生活課　 ℡ 22-2111　　春日振興事務所 地域振興課 ℡ 57-2111
　　　　　　　久瀬振興事務所 地域振興課 ℡ 54-2111　　藤橋振興事務所 地域振興課 ℡ 52-2111
　　　　　　　坂内振興事務所 地域振興課 ℡ 53-2111
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身
体
障
が
い
者
相
談
窓
口

	

開
設
の
ご
案
内

　

　

令
和
３
年
４
月
よ
り
、
身
体
障
が
い
者
相
談

窓
口
を
開
設
し
ま
し
た
。
身
体
障
害
者
手
帳
の
取

得
、補
装
具
や
日
常
生
活
用
具
の
給
付
を
は
じ
め
、

障
が
い
者
の
身
近
な
問
題
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
相

談
に
の
っ
て
い
ま
す
。
困
り
事
や
悩
み
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。(
予
約
不
要)

　

第
２
・
第
４
木
曜
が
祝
祭
日
の
場
合
は

休
み
で
す
。

■
場　
所　
揖
斐
公
民
館
第
２
会
議
室

■
日　
時　
毎
月
第
２
・
第
４
木
曜
日

■
時　
間　
13
時
30
分
か
ら
16
時
ま
で

■
相
談
員　
吉
田　

功

■
連
絡
先　
２
２-

４
４
１
２

揖
斐
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

ニ
セ
電
話
詐
欺
に
要
注
意

　

岐
阜
・
西
濃
地
域
内
に
お
い
て
、
ニ
セ
電

話
詐
欺
が
多
数
発
生
し
て
お
り
、
被
害
者
、

被
害
金
額
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

現
在
多
発
し
て
い
る
詐
欺
の
手
口
と
し
て
は
、

〇
百
貨
店
従
業
員
や
警
察
官
、
公
的
機
関
職

員
を
名
乗
る
者
か
ら
電
話
が
入
る

〇
警
察
官
や
金
融
機
関
を
名
乗
る
者
が
家
を

訪
れ
る

〇
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
と
ら
れ
、

現
金
を
引
き
出
さ
れ
る

等
で
す
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
狙
っ
た
詐
欺
の
手
口
は
、

〇
金
融
機
関
や
公
的
機
関
職
員
、
警
察
官
な

ど
を
名
乗
り
『
カ
ー
ド
が
不
正
に
使
わ
れ

て
い
る
』『
カ
ー
ド
の
停
止
手
続
き
に
暗

証
番
号
が
必
要
』な
ど
と
電
話
が
入
る

〇
暗
証
番
号
を
聞
き
出
し
た
後
、
警
察
官
な
ど

を
装
っ
た
犯
人
が
自
宅
を
訪
れ
、キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
だ
ま
し
と
り
、
現
金
を
引
き
出
す

等
で
す
。

ま
た
、
傾
向
と
し
て

〇
60
代
に
対
す
る
役
場
職
員
を
装
っ
た
「
還

付
金
詐
欺
」

〇
70
代
以
上
に
対
す
る「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」及

び
警
察
官
や
金
融
機
関
職
員
を
装
っ
た

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
狙
っ
た
詐
欺
」

が
認
め
ら
れ
ま
す
。

●
A
T
M
で
お
金
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん

●
警
察
官
や
公
的
機
関
職
員
、
銀
行
員
が
通

帳
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
っ
た

り
、
口
座
番
号
や
暗
証
番
号
を
尋
ね
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
！

あ
や
し
い
電
話
あ
っ
た
場
合
は
、
ま
ず
家
族

や
警
察
に
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
警
察
署

　

℡
０
５
８
５-
２
３-
０
１
１
０

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

大
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
！

　

揖
斐
川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟
で

は
、
次
の
と
お
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
は
手
軽
で

安
全
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日　
時　
５
月
30
日（
日
）

	

午
前
８
時
30
分
～

■
場　
所　
岡
島
や
な
下
流	

芝
生
広
場

■
対　
象　
高
校
生
以
上

■
参
加
費　
１
，
０
０
０
円

	

（
当
日
徴
収
し
ま
す
）

■
申
込
方
法

　

５
月
25
日（
火
）ま
で
に
揖
斐
川
町
健
康
広

場
に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　
土
曜
日
・
日
曜
日
の
午
前
中
に
練
習
を
行
い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ
り
、

延
期
や
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
連
盟

　

℡
２
２-

３
８
０
４（
橋
本
）

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

　

大
会
等
に
出
場
さ
れ
る
方
の
激
励
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

第
17
回　

都
道
府
県
対
抗
全
日
本
中
学
生

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会　

出
場

第
14
回　

春
季
全
日
本
小
学
生

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会　

出
場

第
39
回　

全
国
高
等
学
校

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
抜
大
会　

出
場

岐
阜
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

自
動
車
税
種
別
割
の
納
期
限
は
５
月
31
日

（
月
）で
す
。
自
動
車
税
種
別
割
は
、
教
育
や

福
祉
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
の

大
切
な
財
源
で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

　

銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
で

の
納
付
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「PayB

（
ペ

イ
ビ
ー
）」「LIN

E	Pay

（
ラ
イ
ン
ペ
イ
）」

「PayPay

（
ペ
イ
ペ
イ
）」
を
利
用
し
た
納
付

も
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
自
動
車
税
種
別
割

の
納
税
通
知
書（
５
月
６
日
発
送
）を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

岐
阜
県
自
動
車
税
事
務
所

　

℡
０
５
８-

２
７
９-

３
７
８
１

佐
さ た け

竹　聖
き ら ら

良々さん
（谷汲中学校１年）

佐
さ た け

竹　まりあさん
（谷汲小学校５年）

児
こ じ ま

島　梨
り こ

心さん
（多治見西高等学校１年）
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横
山
ダ
ム
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

～
氾
濫
の
恐
れ
あ
り　

直
ち
に
避
難
・
避
難
・
避
難
～

　

横
山
ダ
ム
か
ら
の
放
流
に
よ
る
水
位
上
昇

を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、房
島
中
島
地
区
、

岡
島
地
区
、
脛
永
地
区
に
設
置
し
て
い
ま
す

警
報
局
に
つ
い
て
、
従
来
の
通
常
の
防
災
操

作（
洪
水
調
節
）の
警
報（
サ
イ
レ
ン
に
よ
る

吹
鳴
）に
加
え
、「
異
常
洪
水
時
防
災
操
作
」

を
行
う
場
合
は
、
令
和
３
年
度
よ
り
次
の
と

お
り
放
送
し
ま
す
。

　

異
常
洪
水
時
防
災
操
作
を
行
う
場
合
は
、

河
川
が
氾
濫
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
た
だ
ち
に
、
高
台
等
の
洪
水
時
の
避
難

場
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
通
常
の
防
災
操
作（
洪
水
調
節
）を

行
う
と
き
の
警
報
は
従
来
と
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。

・
異
常
洪
水
時
防
災
操
作
を
行
う
場
合
は
、
従

来
の
河
川
内
に
向
け
た
放
送
に
加
え
、
住
宅

側
に
も
警
報
が
届
く
よ
う
に
放
送
し
ま
す
。

・
警
報
の
内
容
は
、
従
来
の
サ
イ
レ
ン
に
よ

る
吹
鳴
に
加
え
、
音
声
に
よ
る
避
難
を
促

す
放
送
も
行
い
ま
す
。

・
警
報
は
、
放
流
開
始
の
３
時
間
前
、
１
時
間

前
及
び
放
流
直
前
と
放
流
中
に
行
い
ま
す
。

◎
異
常
洪
水
時
防
災
操
作
開
始
時
放
送
内
容

①
「
こ
ち
ら
は
国
土
交
通
省
横
山
ダ
ム
で
す

異
常
洪
水
の
た
め
、
ま
も
な
く
放
流
量
を

急
激
に
増
や
し
ま
す
。
直
ち
に
避
難
し
て

下
さ
い
。」

②
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
間
の
10
秒
で
「
避
難
、
避

難
、
避
難
」
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
入
れ
ま

す
。（
サ
イ
レ
ン
＋
10
秒
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
１
セ
ッ
ト
と
し
５
回
繰
り
返
し
ま
す
）

※
異
常
洪
水
時
防
災
操
作
と
は
、
計
画
を
上

ま
わ
る
豪
雨
等
に
よ
り
、
ダ
ム
が
満
水
と

な
っ
て
洪
水
調
節
が
で
き
な
く
な
り
、
ダ

ム
へ
の
流
入
量
と
同
じ
量
を
放
流
す
る
操

作
の
こ
と
で
す
。
報
道
等
で
は
「
緊
急
放

流
」な
ど
と
言
わ
れ
て
い
る
操
作
で
す
。

【
お
問
い
合
せ
】

　

国
土
交
通
省
横
山
ダ
ム
管
理
支
所

　

℡
５
２-

２
２
１
１

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

　

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
で
は
、
河

川
整
備
、
河
川
の
利
用
、
河
川
環
境
に
関
す

る
地
域
の
皆
さ
ま
の
要
望
を
十
分
把
握
す
る

と
と
も
に
、
河
川
愛
護
思
想
の
普
及
啓
発
を

図
る
た
め
、
河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間　
５
月
６
日（
木
）～
14
日（
金
）

■
募
集
人
員　
５
人（
予
定
）

■
応
募
資
格

・
20
歳
以
上
で
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所
管

内
の
河
川（
木
曽
川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
、

牧
田
川
、
杭
瀬
川
、
根
尾
川
）の
近
隣
に

お
住
ま
い
の
方
。

・
川
に
接
す
る
機
会
が
多
く
河
川
愛
護
に
関

心
の
あ
る
方
。

■
手
当　
未
定

　

参
考
：
令
和
２
年
度
月
額
４
，５
８
０
円

■
委
嘱
期
間

　

令
和
３
年
７
月
１
日
～

　

令
和
４
年
６
月
30
日（
予
定
）

【
お
問
い
合
せ
】

　

国
土
交
通
省
木
曽
川
上
流
河
川
事
務
所

　

℡
０
５
８-

２
５
１-

１
３
２
６

令和3年5月1日から
はなももバスの停留所が追加されます
　令和2年10月1日から追加した下記4箇所も加え、
はなももバス停留所マップを改正しました。詳しくは
今月配布した上記マップでご確認ください。

令和2年10月1日追加箇所
35−3	 揖斐川歴史民俗資料館
38−4	 北方一区
55−11	 上野新中村
99−4	 小宮神東平

揖 斐 川

春 日 谷 汲

67–2　出屋敷土地改良碑前

80–5　谷汲振興事務所104–2　中瀬中



2021. 5    22

予約申し込み・お問い合せ 揖斐川保健センター　☎23－1511

※窓口でのお申込みは、混雑が予想されますので、感染対策をして来所してください。
※胃がん検診（バリウム検査）・大腸・前立腺・肺がん検診、肝炎ウイルス検診は随時、予約受付をしていますので、併せて
お申し込みください。

※その他、詳細は保健カレンダーをご覧ください。

令和３年度いびがわ健幸ポイント
楽しみながらの　健康づくりでポイントをためて　賞品をもらおう！

19歳以上で

揖斐川町の

住民であれ
ば、

だれでもO
K！

今月号に折込みの

健康づくりの取り組みをはじめて
スタンプを貯める

1年を通してスタンプを集めて応
募する

参加賞　町がん検診等で使える
「500円クーポン券」
（賞品当選者以外）

パンフレットと必要書類を持って保健セ
ンターや、応募箱設置窓口で「かっぱ
の河太郎」スタンプをもらいます。
パンフレットは保健センターや関係機関
にあります。

「かっぱの河太郎」スタンプ 2つ以上
貯めると応募できます。
応募ハガキを応募箱に投函または保健
センターに持参・郵送してください。
【応募箱が設置してある窓口】
・役場・各振興事務所
・地域交流センター「はなもも」
・揖斐川健康広場
・町立図書館

●ノルディックウォーキングポール
●防災グッズ
●血圧計

など何が当たるかお楽しみ！

STEP1 STEP2 健康寿命を延ばす
賞品等が当たる！

子宮頸がん・乳房がん検診の予約案内
場所：揖斐厚生病院健診センター

月 日 曜日 受付時間
予約人数（上限） 対象者

（R4.3.31現在）
予約申込期間

※上限に達した時点で終了子宮 乳房

6

4 金
①13:10〜13:30
②14:00〜14:30

1日
30人まで

1日
28人まで

・子宮頸がん	
20歳以上の女性
・乳房がん	
30歳以上の女性

5/10（月）〜
9:00〜17:00

11 金
25 金
30 水

場所：揖斐厚生病院健診センター

月 日 曜日 受付時間 予約人数（上限） 対象者
（R4.3.31現在）

予約申込期間
※上限に達した時点で終了

6
2 水

8:45〜10:30 1日
20人まで 50〜79歳 5/6（木）〜

9:00〜17:008 火

胃がん検診（胃カメラ）の予約案内

子育て支援センターを
利用しました

非喫煙者です 禁煙中や禁煙成功者もOK。
「かっぱの河太郎」スタンプ

1つ獲得！

「かっぱの河太郎」スタンプ

1つ獲得！

できることから
はじめよう !

（例）40歳女性の場合

町ホームページ
「かっぱの河太郎」スタンプ
２つ獲得！応募できます！
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３
月
の

　

こ
の
度
、
次
の
方
が
長
寿
者
褒
賞
を
受
け

ら
れ
、
長
寿
の
お
祝
い
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

※
次
の
方
は
、
お
名
前
の
み
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

高た
か
は
し橋	

久ひ
さ
こ子　

さ
ん	（
乙
原
）	

95
歳

古こ

の野	

て
る
の　

さ
ん	（
谷
汲
神
原
）	

95
歳

◇
揖
斐
川
町
役
場
へ

　

３
月
３
日（
水
）、
匿
名
希
望
の
方
か
ら
、

障
が
い
者
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
寄
附

金
１
０
０
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

３
月
15
日（
月
）、明
治
安
田
生
命
岐
阜
支
社	

市
場
統
括
部
長	

田
島
智
様
か
ら
感
染
対
策
の

た
め
に
寄
附
金
20
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
お
仕
事
の
受
付

　

自
分
で
は
無
理
だ
が
プ
ロ
に
頼
む
ま
で
も

な
い
仕
事
な
ど
、
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ま
ず
は
お
電
話
に
て
ご
相
談
下
さ
い
。

（
仕
事
例
）

＊
草
刈
り
・
草
取
り　
　

＊
庭
木
剪
定　
　

＊
襖
・
障
子
・
網
戸
張
り　

＊
資
源
ゴ
ミ
等
の
分
別　
　
　

＊
病
院
等
の
付
き
添
い　
　

＊
家
事
援
助
（
洗
濯
、
掃
除
、
窓
拭
き
、

食
事
作
り
、
買
い
物
、
片
付
け
等
）

＊
軽
作
業　
　

＊
社
内
清
掃

そ
の
他
の
仕
事
も
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
会
員
募
集

　

２
月
～
３
月
に
町
内
各
地
で
令
和
３
年
度
の

会
員
登
録
会
を
行
い
ま
し
た
。
登
録
後
は
、
町
内

の
家
庭
や
企
業
か
ら
依
頼
を
受
け
た
仕
事
に
、
得

意
な
分
野
で
就
業
し
、
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

　

特
に
春
か
ら
秋
に
か
け
て
の
草
刈
り
や
、
秋

冬
の
庭
木
の
剪
定
の
ご
依
頼
が
多
く
、
対
応
で

き
る
会
員
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
町
内
在
住
で

60
歳
以
上
の
健
康
な
方
な
ら
ど
な
た
で
も
ご
登

録
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は『
事

業
及
び
入
会
説
明
会
』に
お
越
し
下
さ
い
。

■
今
月
の
事
業
及
び
入
会
説
明
会

　

５
月
11
日（
火
）　

、
26
日（
水
）

　

午
前
10
時
開
始（
約
一
時
間
）　

※
要
予
約

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
２
３-

０
９
０
７

★
企
画
展「
端
午
の
節
句
」好
評
開
催
中

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、
５
月
９

日
ま
で
端
午
の
節
句
に
ち
な
ん
だ
鯉
の
ぼ

り
や
五
月
人
形
、
掛
軸
な
ど
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

　

お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

■
会
場

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館	

展
示
室

【
お
問
い
合
せ
】

　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

　

℡
２
２-

５
３
７
３

松
ま つ い

居　はるみ	さん
100歳（三輪）

所
ところ

　かづゑ
え

	さん
100歳（房島）

髙
たかはし

橋　コスエ	さん
95歳（小島）

野
の は ら

原　ハルエ	さん
95歳（清水）

森
もり

　達
たつあき

章	さん
95歳（春日六合）

安
あんどう

藤　こと	さん
95歳（谷汲深坂）

竹
たけなか

中　ひさ子
こ

	さん
95歳（谷汲大洞）
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令和３年３月届出分

4月30日（金）	 固定資産税1期分・全納
	 軽自動車税　全期分

5月31日（月）	 国民健康保険税　1期分

納め忘れのないように早めに納めましょう。
また、口座振替で納付されている方は、納期限前日まで
に預貯金残額の確認と入金をお願いします。
　　	※町税などの納付は安全で便利な口座振替で
　　	※コンビニ・スマートフォンアプリでも納付できます
　　	※家屋を取り壊したら届出をお忘れなく

公務員合同説明会案内

※１	 安全面を配慮しながら開催しますが、状況により延期及
び内容の変更をする場合があります。

※２	 お問い合せ　「自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務
所」大垣市林町５－１８		光和ビル２階　

	 電話０５８４－７３－１１５０

日　時 令和３年６月５日（土）　13：00～16：00
令和３年７月10日（土）　13：00～16：00

内　容
13：00から各参加団体より順番に説明を実施
します。終了後、各参加団体ごとに分かれて
詳細説明や質疑応答等を実施します。

場　所 岐阜県大垣市林町５－１８　
光和ビル４階会議室（大垣駅北口より徒歩１分）

参　加
団　体
(予定)

自衛隊大垣地域事務所
岐阜県庁（資料設置のみ）
警察署（大垣・海津・養老・垂井）
大垣市役所（６/５のみ）
海津市役所（資料設置のみ）
垂井町役場（資料設置のみ）　
大垣消防組合

夫 妻

橋 本 泰 志 ( 小 津 ) 古 橋 美 結 (愛知県名古屋市)

地区 氏名 年齢

房 島 １ 区 髙 野 英 夫 86

房 島 １ 区 山 田 千 代 96

房 島 ２ 区 富 田 喜 造 92

北 新 町 渡 邊 昭 子 83

北 新 町 髙 橋 久 子 92

前 島 牧 村 　 進 88

長 良 高 橋 祐 太 49

白 樫 内 田 日出男 88

白 樫 瀨 川 千壽子 90

和 田 窪 田 朋 惠 82

谷 汲 名 礼 上 野 妙 子 73

谷 汲 徳 積 髙 秀 夫 88

谷 汲 長 瀬 青 木 文 雄 99

春 日 六 合 佐 名 英 樹 41

春 日 美 束 佐々木	 甚四郎 93

乙 原 杉 本 明 79

東 横 山 宮 川 久 子 84

地　　区 赤ちゃん お父さん お母さん

上 南 方 栗
くり

田
た

襖
あお

颯
は

孝 嗣 真 子

清 水 古
ふる

　川
かわ

　莉
り

旺
お

都
と

遼 平 真 帆

清 水 山
やま

下
した

琴
こと

未
み

知 晃 京

五 反 田 田
た

中
なか

佑
ゆう

佳
か

樹 百 花

市 場 小
お

　畑
ばた

　湧
ゆう

一
いち

朗
ろう

隆 治 祐佳里

人口（対前月比） 男 女 世帯数（対前月比）
合 計 20,273（ △119） 9,743 10,530 7,948（△	24）
揖斐川地域 15,310（ △	75） 7,399	 7,911	 5,750	（△ 	4）
谷 汲 地 域 2,807（ △	15） 1,344	 1,463	 1,096	（△ 	3）
春 日 地 域 845（ △ 	 5） 401	 444	 438	（△ 	1）
久 瀬 地 域 791（ △	13） 359	 432	 361	（△ 	6）
藤 橋 地 域 201（ △ 	 8） 98	 103	 125	（△ 	7）
坂 内 地 域 319（ △ 	 3） 142	 177	 178	（△ 	3）

出生 6人 /死亡 34 人 / 転入等 54 人 / 転出等 145 人
＜令和 3年 4月 1日現在＞
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あなたの一歩を
応援したい。
 「揖斐川町が、もっとよいまちになるように」、「この先もいきいきと暮らし続けられる揖斐川で
あるように」まちを元気にする活動をする人を応援したい。その思いから生まれた事業です。

はんなり谷汲さん
谷汲山参道を盛り上げる
着物イベントの開催

生活楽校 学びの杜
地域の歴史・文化を
たどるイベントの開催

一般事業
① 町の特性、歴史、地域資源を活用した事業
② まちづくりを担う人材を育てる事業
③ 地域コミュニティを育てる事業
④ 地域課題を自分たちで解決するための事業
⑤ その他、次世代につなぐ時間軸の長い事業

補助金額

補助対象者
① 事務所が揖斐川町内にあり、３人以上の町民を含む団体
② おおむね６ヶ月以上活動をしている団体

・交付団体数  年間5団体程度（予算の範囲内）

地域づくり特別事業
① 地域現状把握等のために実施する調査事業
② 課題解決のために実施する事業
③ 地域資源の活用のために実施する事業

補助対象者
① 揖斐川町地域協議会設置要網に規定する地域
　 協議会等で地域ビジョンを策定した団体

補助金額

寺子屋シネマ
地域住民がともに
学ぶ場の創出

揖斐川町「小さな一歩」応援事業

詳しい内容については、お問合せいただくか、
WEBページをご覧ください。

ぎふコーラ
春日の薬草を使った
クラフトコーラの開発

随時
申請

  受付中！！

「小さな一歩」応援事業

上限50万円（補助率1/2）
上限20万円（補助率10/10）

※政治・宗教目的の事業や特定の個人・団体の営利を目的とする 事業などは対象外です。

令和２年度の補助団体は、こちらの４つです。
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